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連 絡 網 に つ い て

1．山 行 時
・リーダーは､山行実施前日までに緊急連絡先の依頼者へ､メンバー表と特

記事項等（コース変更の場合など）をメール（添付）等で届出をする。

（依頼者が複数人の場合は依頼者全員に届出をする）

・リーダーはメンバーと行程情報を､登山口等で提出(可能な場合)する

・下山後は緊急連絡先依頼者の携帯宛に必ず下山した旨メール連絡をする。

・受信者は返信義務はないが､簡単な返信が望ましい。

※リーダー各位は山行時の届出､下山連絡は徹底してください。
3．緊 急 時

・山行パーティその他からの連絡により､緊急連絡先担当者に連絡が入る

と思われるので、リストに従い順送り（連絡不能の際は、順次下位に

送る）で全員に連絡する｡

・その後、役員リーダー間で速やか且つ適時に連絡を取り合い､会としての

対応を協議・実施する。

４．参加メンバー
・参加する山行の情報（行先､こぶし会山行）を家人に伝えておくこと｡

①涌井良明 ②一柳 昭 ③白石恵美子

⑥伊藤久雄 ⑤渋谷京子

⑦瀧澤きよの

④渋谷賢寿

⑧峯川弘子 ⑨宮崎敏男
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こ ぶ し 会 山 行 計 画 の 難 易 度 に つ い て

2013年3月以降から以下の難易度としていますが、2020年４月役員会
で改訂に向けた提案がされています。

現状で不都合を感じないとの声もありますが、会員の高齢化率の増
加など現況を踏まえて改訂も必要と判断して、タイミングを図って改
訂する予定です。
また、皆様からご意見は常時受け付ています。何かございましたらお寄せ下さい。

（ 20/5/1）◆ 要素１

基本レベル 歩行／日 最大標高差（目安）

☆ ２～３時間 ０～２００ｍ

☆☆ ３～５時間 ２００～５００ｍ

☆☆☆ ５～６時間 ５００～８００ｍ

☆☆☆☆ ６～８時間 ８００～１０００ｍ

☆☆☆☆☆ ８時間以上 １０００ｍ以上

◆ 要素２

技術度 (導 標 ・ 道 型 ・ 岩 ・ 藪 ・ 痩 せ 尾 根 ・ 高 度 感 ・ etc)

★ 街 路 ･未 舗 装 ･林 道 程 度 （ 七 福 神 ､芋 煮 会 ）

★★ 比較的整備されている一般登山道

★★★
短い岩場や鎖場、未整備道の通過やテント泊を含む
危険箇所の通過を殆どを含まない一般的な雪山のなど

★★★★
行程中岩場や鎖場､痩せ尾根など危険個所の通過が複数個所含
まれる場合（南北中アルプス縦走､赤岳､阿弥陀岳､戸隠山）

★★★★★
上記D難度の行程が50％以上含まれるような計画又は多雪
山域の積雪期山行（槍ケ岳-ｷﾚｯﾄ-穂高／厳冬期南八ヶ岳等）

◆ 要素３

危険度 （転･滑落､落石・落雷・雪渓・徒渉・崩壊地・悪天候・積雪時）

Ａ 行程中に危険な個所や状況がほとんどない場合

Ｂ 一部に転落､滑落､道迷いの危険、荒天時ではやや危険度が増す行程

Ｃ 複数個所で､転落､落石､落雷､の危険または谷筋､崩壊地の通過などを含む

Ｄ 上記が50％程度かそれ以上含まれる行程
積雪期には★★～★★★★レベルも含まれる可能性有り
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10～ 1 2月 予 定 カ レ ン ダ ー
2022年10月－12月山行計画（8月12日現在） ※月曜日から始まっています

（※会報未記載及び配布後に追加になった計画は、別途速やかにご案内します）

2022/10
月 火 水 木 金 土 日

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9
笹尾根　22A
3h20　渋谷(京)

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
芋煮会　11A 芋煮会予備日
渋谷(賢)

24 25 26 27 28 29 30

2022/11
月 火 水 木 金 土 日

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
三ノ塔　22B
3h40　渋谷(京)

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

2022/12
月 火 水 木 金 土 日

28 29 30 1 2 3 4
多峰主山　22A
3h45　渋谷(京)

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

15-17　信越トレイルP2　３２B
5h05／5h45／5h40　涌井？

9/30-10/2　双六岳～三俣蓮華岳　　４２B
７h/５h５５/３h３０　宮崎
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Ｎｏ.
～今年の紅葉一番は槍・穂高を借景に北ア深奥の高地歩きで～
双 六 岳 ・ 三 俣 蓮 華 岳 ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ B

期 日 ２０２２年９月３０日(金)～１０月２日(日) 夜行２泊３日
集 合 夜行予約バス集合・乗車場所（参加者の希望乗車場所）
出 発 千葉(21:00)／竹橋(22:30)／新宿(23:00)の希望地
行 程 １日目 （歩）５ｈ02／2日目（歩）6ｈ35 ／３日目（歩）5ｈ12
標高差 ２,４０８㍍
地 図 剱 ・ 槍 ケ 岳 ・ 穂 高 岳 （ 山 と 高 原 地 図 ）
交通費 バ ス 代 概 算 16,000～ 18 ,000円 （ 都 内 起 算 ）
宿泊費 山 小 屋 ２ 泊 26,000円 (泊 2食 付 13,000円 ・ 弁 当 付 14,200円 ）
宿泊先 １日目 鏡 平 山 荘 0577 -34 -6268 現 地 090-1566 -7559

２日目 双 六 小 屋 0557 -34 -6268 現 地 090-3480 -0434
C Ｌ 宮崎 敏男

コース 1日目 東 京 (夜 行 バ ス ) ～ 新 穂 高 温 泉 (6:30発 )笠 新 道 分 岐 (7:2
7)ワサビ平 小屋 (7： 57)小 池 新 道 分 岐 (8:22)秩 父 沢 (9:3

2)シ シウ ドケ 原 (11:02)鏡平 山 荘 (12:17) 泊
2日目 鏡 平 山 荘 発 ( 6 : 1 5 ) 弓 折 乗 ( 7 : 1 5 ) 双 六 小 屋 ( 8 : 3 0 ･ 一

部 荷 物 預 け )双 六 岳 ( 9 : 4 0 ) 三 俣 蓮 華 岳 ( 1 1 : 2 0 ) 双 六
岳 (1 3 : 3 5 )双 六 小 屋 ( 1 4 : 3 0 ) 泊

3日目 双 六 小 屋 発 (6 : 1 5 )弓 折 乗 越 (7 : 2 0 )鏡 平 山 荘 (8 : 1 0 )シ
シ ウ ド ケ 原 (9 : 0 5 )秩 父 沢 ( 1 0 : 0 0 )小 池 新 道 分 岐 (1 0 : 5
0 )ワ サ ビ 平 小 屋 (1 1 : 1 5 )笠 新 道 分 岐 ( 1 1 : 3 5 )新 穂 高 温
泉 着 (1 2 : 2 2 ･ 1 2 : 4 5 ∼ 1 4 : 0 0昼 食 ･入 浴 )新 穂 高 ロ ー プ ウ
エ イ 集 合 (14 : 3 5∼ 14： 45 )新 宿 西 口 帰 着 (2 0 : 30頃 )

定 員 山小屋４名は申込み済､追加修正はある時期までは可能です。
備 考 ・新 穂 高 か ら の 入 山 ､下 山 は 限 ら れ た 交 通 手 段 の 「 毎 日 あ

る ぺ ん 号 」 の バ ス 便 を 利 用 し ま す。
・往路 千葉(21:00)／竹橋(22:30)／新宿(23:00)から乗車可能です。
・山 小 屋 及 び 往 復 バ ス の 予 約 の 確 保 の た め 、 参 加 を 希 望

さ れ る 方 は 早 め に 申 込 み を お 願 い し ま す。

山 行 計 画
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Ｎｏ.
檜 原 村 の プ チ 笹 尾 根 歩 き ☆ ☆ ★ ★ Ａ
笹 尾 根 か ら 大 羽 根 山

期 日 ２０２２年１０月９日(日)
集 合 武 蔵 五 日 市 駅 8時 45分 バ ス ① 乗 り 場
出 発 ９時発 数馬行きバス
行 程 ３時間２０分
標高差 約６００㍍
地 図 奥 多 摩 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 JR 616円 (立 川 起 算 ) 別 途 バ ス 代 要
乗車券 武 蔵 五 日 市 駅 (８ 時 ３ ７ 分 着 )
C Ｌ 渋谷 京子

✉
コース 武 蔵 五 日 市 駅 (バ ス 43分 )笛 吹 入 口 バ ス 停 (15)小 棡 峠 分 岐 (1h1

0)丸 山(15)笛吹 峠 (25)大 羽 根 山 分 岐 (30)大 羽 根 山 (45)浅 間 尾
根 登 山口 バ ス停 (バス 48分 )武 蔵 五 日 市 駅

締 切 １０月１４日(金)
定 員 8名 程 度 ま で を 想 定
備 考 ・山 梨 県 と 東 京 都 の 境 界 線 上 に あ る 三 頭 山 か ら 陣 場 山 ま で 40

㌔あ る尾根の ほ ん の 一 部 を 歩 き ま す。
・往 路 立 川 (7時 48発 ② 青 梅 線 )拝 島 (8時 00分 着 ∼① 8時 13分 発

・武蔵五 日市 行 )武 蔵 五 日 市 駅 (8時 37分 着 )
・復 路 バ ス １３時２５分／１４時５５分／１５時４４分

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
秋たけなわのロングトレイルを歩く ☆ ☆ ☆ ★ ★ B
信越トレイル（セクション４～６）

期 日 ２０２２年１０月１５日(土)～１７日（月）
集 合 東 京 駅 ㉑ ６ 時 ２ ０ 分 ／ 大 宮 ６ 時 ５ ０ 分
出 発 ６時２８分発 はくたか551号 金沢行／大宮駅発 ６時５3分
行 程 １日目 ５時間０５分 ２日目 ５時間４５分 ３日目 ５時間４０分
標高差 １日目 +約500㍍ ２日目 約６00㍍ ３日目 約500㍍
地 図 猿橋、柳島、松之山温泉 （２．５万図）
交通費 J R 1 6 , 2 2 0 円 (東京起算･正規料金)
宿泊費 2-3人/部屋時 13,000円／泊 １人部屋利用時15,000円／泊
宿泊先 奥信濃の宿と蕎麦処 まろうど（予定) 飯山市斑尾高原 ☎0269-64-3768
乗車券 JR北 陸 新 幹 線 飯 山 駅 （ ８ 時 １ ８ 分 着 ）
C Ｌ 涌 井 良 明 ☎

✉
コース 1日目 東 京 (6 : 2 8 )飯 山 (8 : 1 8 ･ 1h？ )松 之 山 口 (50 )天 水

山 (1h10 )三 方 岳 (30 )深 坂 峠 (50 )野 々 海 峠 (2h 10 )須 川
峠 (45)伏 野 峠 ( )宿 舎 泊

2日目 宿舎( )伏野峠(1h20)幻 の 池 (35)宇 津 ノ 俣 峠 (1h10)花
立 山 (30)牧 峠 (1h20)梨 平 峠 (50)関 田 峠 ( )宿舎 泊

3日目 宿 舎 ( ) 関 田 峠 ( 3 0 ? ) 筒 方 峠 ( 1 h 3 0 ) 黒 倉 山 ( 3 0 ) 鍋
倉 山 ( 1 h 4 0 ) 小 沢 峠 ( 3 0 ) 仏 ケ 峰 ( 1 h ) 仏 が 峰 登 山 口
( )飯 山 駅 ( )大 宮 ･東 京

締 切 １ ０ 月 １ 日 （ 土 ）
定 員 5～6名を想定
備 考 ・長 野 県 、 新 潟 県 の 県 境 、 標 高 1000㍍ の 山

並 が 続 く 関 田 山 脈 の 尾 根 沿 い 80㌔ の ロ ン
グ ト レ イル 信 で す 。

・ブナの紅葉を愛でつつ後半の３セクションを歩
くプランで信越トレイルの完走を目指します。

・歩 く セ ク シ ョ ン 順 に つ い て は 、 送 迎 や 所 要
時間 の難易度の都 合で § 6⇒ ４ で 歩 き ま す 。

・豊 か な 自 然 の 中 を 、 古 く は 親 鸞 聖 人 の 布 教
の 道 、 ま た 上 杉 謙信が 川中島 の 戦 い に 越 え た 峠 と も 伝 え ら
れ る 里 と 山 を 結 ん での トレ イ ル を歩 いて 見 ま せ ん か。
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１日目 §6 天水山松之山口～伏見峠 沿面距離 約8.4km

２日目 伏見峠～開田峠 沿面距離 約9.1ｋｍ

３日目 開田峠～仏ケ峰 沿面距離 約7.5ｋｍ

山 行 報 告
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Ｎｏ.
二 年 ぶ り の 芋 煮 会 今 年 は 竈 焼 き ピ ザ ☆ ★ Ａ

こ ぶ し 会 恒 例 芋 煮 会 （Ｂ案は２３日）

期 日 ２０２２年１０月２２日(土)

集 合 立 川 パ ー ク ホ ー ム ズ 立 川 市 高 松 町 1-31 -22

立 川 駅 北 口 ﾀｰﾐﾅﾙ④ 村 山 団 地 行 き に 乗 車

3つ 目 新 立 川 航 空 Ｂ Ｓ 下 車

出 発 概 ね １ ３ 時 頃 よ り を 予 定 し て い ま す

会 費 2,000円 ～ 2,500円 （ 会 よ り 一 部 補 助 の 予 定 ）

C Ｌ 渋谷 賢寿
✉

締 切 １０月１７日(月) 会場手配と食材の準備の為

定 員 ･万 障 繰 り 合 わ せ て 、 全 会 員 の 参 加 を 期 待 し て い ま す

備 考 ・ 会 場 確 保 そ の 他 事 情 に よ り ２ ２ 日 に 実 施 出 来 な い 場 合 に は 、
Ｂ 案 日 程 と し て ２ ３ 日 (日 )に 設 定 し て い ます 。

・ 竈 焼 き ピ ザ と ワ イ ン で 秋 日 の 午 後 を 皆 さ ん と 久 し
ぶ り に 山 を サ カ ナ に お し ゃ べ り を 楽 し み ま し ょ う 。

イメージ
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Ｎｏ.
富 士 山 と 相 模 湾 を 望 む 頂 へ ☆ ☆ ★ ★ B
三 ノ 塔

期 日 ２０２２年１１月１３日(日)
集 合 小 田 急 線 秦 野 駅 バ ス 乗 り 場 ４ 番 ８ 時 ５ ０ 分
出 発 ９ 時 ４ 分 発 ヤ ビ ツ 峠 行
行 程 ３ 時 間 ４ ０ 分
標高差 ↑↓約５５０㍍
地 図 丹 沢 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 小田急 1,364円 代別途要 (丹沢大山フリーきっぷも使用可)
乗車券 小 田 急 線 秦 野 駅 (８ 時 ４ ５ 分 着 )
C Ｌ 渋谷 京子

✉
コース 秦野駅( 48分 )ヤビツ峠(30)冨士見山荘(1h20)二ノ塔(20)三ノ

塔(20)二ノ塔(40)冨士見山荘(30)ヤビツ峠(バス)秦野駅
締 切 11月 11日 (金 )

定 員 ８名程度くらいまでを想定
備 考 ・表 丹 沢 の メ イ ン コ ー ス ,ヤ ビ ツ 峠 か ら 塔 ノ 岳 に 続 く 表 尾 根 の

中でも 最も大 き い 三 ノ 塔 ､360度 の 展 望 が 楽 し め ま す。
・二ノ塔を過ぎると相模湾､初島､真鶴半島､伊豆半島も遠望できます。
・往 路 新 宿 駅 7時 41分 発 快 速 急 行 小 田 原 行 き ／ 登 戸 駅 (7時

58分 )／町田 駅 (8時 12分 )／ 秦 野 駅 (8時 45分 着 )
・復 路 14:34／ 14 :51／ 15 :39／ 16 :46

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
奥 武 蔵 の 代 表 的 な ハ イ キ ン グ コ ー ス ☆ ☆ ★ ★ Ａ

能 仁 寺 ～ 多 峯 主 山 ～ 吾 妻 峡
期 日 ２０２２年１２月４日(日)
集 合 １ ０ 時 西 武 線 飯 能 駅 北 口 広 場
出 発 集 合 次 第
行 程 ３時間４５分
標高差 約１７０㍍
地 図 奥 武 蔵 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 942円 (池 袋 起 算 )
乗車券 西 武 飯 能 駅 (9時 51分 着 )
C Ｌ 渋谷 京子

✉

コース 飯 能 駅 (30 )能 仁 寺 (1h 1 0 )多 峯 主 山 (20 )御 嶽 八 幡 神 社 (30 )永
田 大 杉 バ ス 停 ～ 吾 妻 峡 (50)飯 能 河 原 (25)飯 能 駅

締 切 １２月２日(金)
定 員 なし
備 考 ・ 紅 葉 の 名 所 、 能 仁 寺 の モ ミ ジ も 見 事 ！ ！

・ 天 覧 山 は ス ル ー し て 東 側 の 道 を 歩 き ま す 。
・ 往 路 西 武 池 袋 駅 (9:03発 急 行 飯 能 行 き )飯 能 駅 (9:51着 )

イ
メ
ー
ジ



- 12 -

山 行 報 告

No.３ ０ ６ ５
殿 平 か ら 東 陵 尾 根 経 由 で
殿平～東陵尾根～滝子山

実施日 ２０２２年６月４日(土)
天 候 晴 れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 中村友子、小名秀鋭、、瀧澤き

よの、峯川弘子、阿部みゆき
計５名

費 用 JR1,360円（高尾起算）
タイム 初狩駅(8:35)藤沢子神社(9:14)

扇子平(9:50)殿平(10:02)中平
(11:57)鉄塔前(12:09∼40)沼ﾉ
沢ﾉ峰(13:40)お正人ﾉタル(13:
55)大岩(14:10)滝子山三角点
(15:50)滝子山山頂(16:00)滝
子山三角点(16:03∼10)檜平(16
:45)林道終点(18:15)藤沢子神
社(18:30)初狩駅(19:05)

藤 沢 子 神 社 ～ 中 平 ： 藤 沢 集 落 の
半鐘を振帰ると富士山。

お ば ち ゃ ん に 気 い つ け て 行 っ て
と 送 っ て 頂 き 気 分 爽 快 。 ハ イ キ ン
グ 道 を 扇 子 平 ～ 殿 平 （ 標 識 は や は
り ワ ン カ ッ プ ） 倒 木 、 馬 酔 木 の 稜

ㇽ線 を 良 く 踏 み 込 ま れ た ー ト に な
っ て い る 。 木 を 掴 み 、 岩 を 三 点 支
持 の 急 登 ピ ー ク (火 の 用 心 )中 平 ～
鞍吾山右、東陵尾根は左です。
中 平 ～ 滝 子 山 ～ 初 狩 駅 ： 緩 い 起 伏

で 歩 き 安 い 新 緑 の 稜 線 で す が 、 広
い 為 方 角 を 東 に 取 る 。 鉄 塔 前 で 昼
食 。 新 緑 、 鳥 の さ え ず り 、 貸 し 切
り 昼 食 。 み ん な で 食 べ る の は 幸 せ
です。
ゆ る い 小 ピ ー ク を 超 え 右 の 恵 野 川

を 見 て 、 花 崗 岩 の 沼 ﾉ沢 ﾉ峰 20mｍ
残 地 ロ ー プ を 懸 垂
下 降 後 、 10mmロ ー
プは1ｍ右へ。
木 も 岩 も し っ か り
し て ま す 。 降 り た
所 が お 正 人 の タ ル
で す 。 山 ツ ツ ジ が
エールをくれます。
激 急 登 り で 大 岩 で
す 。 左 巻 き で 巻 き

ま す 。 岩 カ ガ ミ の
新 葉 が 群 生 。（ 3年
前には圧巻でした）
痩 せ 尾 根 、 激 急 登
も 山 女 子 会 何 の そ
の 四 つ ん 這 い で 登
ります。

ㇽ昔 の ー ト 苔 蒸 し
た 階 段 が 見 え て 来
ます 。等 高線 100ｍ
で 滝 子 山 三 角 点 。

「 オ ー イ 。 が ん ば れ 」 Kさ ん の 声
で す 。 山 頂 踏 ん で 待 っ て し た 。 リ
ュ ッ ク デ ポ で 滝
子 山 山 頂 で 写 真
撮 り 、 貸 し 切 り
山 行 下 山 で す 。
女 坂 （ ロ ー プ

張 っ て ま す ） 檜
平 か ら 登 山 口 川
を 渡 渉 で 藤 沢 子
神 社 明 る い 内 に 蛙 ケ ロ ケ ロ の 田 ん
ぼ道から初狩駅到着しました。
滝 子 山 山 頂 で ヘ リ が ホ バ リ ン グ し

て ま す 。「 天野 さ ん 」 の 声 寂 シ ョ ウ
尾 根 事 故 か な 。 安 全 第 一 で 楽 し み
た い で す 。 あ り が と う ご ざ い ま し
た 。 安 全 第 一 で 楽 し み た い で す 。
ありがとうございました。

3年 前 よ り ル ー ト は 良 く 踏 ま れ て
いました。
反 省 ： 集 合 を 30分 前 に し た ら 良
かった。（記＆写真・瀧澤 きよの）

(写真・峯川弘子／阿部みゆき)
メンバーから
初 め て の 滝 子 山 が バ リ エ ー シ ョ ン
ル ー ト で 激 登 り の 連 続 は キ ツ カ ッ
タ け ど 、 滝 子 の 大 自 然 に 心 癒 さ れ
充実の山行でした。（阿部 みゆき）

激 急 登 、 大 岩 、
わ ず か な 踏 み 跡
を 探 す 箇 所 あ
り 、 最 後 の 滝 子
山 三 角 点 に 登 り
上 げ る 急 登 は 苦
し み ま し た 。 東
陵 尾 根 を 無 事 登
る 事 が 出 来 て う れ し い で す 。 疲 れ
た が 、 コ ー ス が 楽 し か っ た が 、 し
ばらく急登はお腹いっぱいかも～。
（峯川 弘子）
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No .３ ０ ６ ７
花の宝庫と山頂からの大パノラマ
入 笠 湿 原 ・ 入 笠 山

実施日 2022年6月18日（日）
天 候 曇り
リーダー 渋谷 京子
参加者 山崎富美恵､渋谷京子､遠井謙

策､中村友子､伊藤久雄､徳山敬
子､ゲスト(津田和子) 計7名

費 用 JR 7910円（新宿起算割引利用
時）ゴンドラ1800円（往復）

タイム 富士見駅( 10:00)ゴンドラ山
麓駅(10:15∼40)ゴンドラ山頂
駅(10:53∼11:00)山野草園散策
(11:00∼50)昼食(11:50∼12:20)
入笠湿原(12:30∼40)花畑～入
笠山頂(13:40∼45)ゴンドラ山
頂駅(14:35∼50)山麓駅(15:00
～25)富士見駅(15:35)

梅雨最中の不安定な日々、19日の雨マ
ークが取れず前日の18日決行となった。
あずさの切符購入に当たり窓口担当曰

く、土曜は混雑し取りにくいとの事！
参加者に早めに取るよう勧めた。当日

立川駅で満席のアナウンスを耳にした。
富士見駅に降り立つとシャトルバスは

長蛇の列、3台は既に出発4台目に乗り
込んだ。ゴンドラ往復で一気に花や展望
を楽しめる事で人気ぶりが覗える。
バスを降りてから乗り場まで300mここ

も大混雑！25分待ちで漸
く天空へ。
ゴンドラはグループごと
の乗車でゆったり八ヶ岳
をバックに730mの高低差
を上がって行く。下を見
るとマウンテンバイクが
疾走中！滑ったら危ない
ね～と高みの見物。

山頂駅から山野草園へ、150種の山野
草が春、夏、秋にかけて楽しめるそうだ。
ドイツすずらん、マイズルソウ、一葉蘭、
ヤマシャクヤク、釜無ホテイアツモソウ、
レンゲツツジ等沢山の花々が咲いてい
た。既にお昼近く
テーブルベンチで
昼ご飯。トマト、
パイナップルのデ
ザート付き！ご馳
走様でした。
さてここからトレ

ッキングコース！10分で入笠湿原、ク
リンソウの群落が可愛い道の先に湿原入
口の大階段が伸びている。思わず歓声！
下り階段を進むと両側に日本すずらん自
生地が一面に広がり真っ白な様は健気で
気品を漂わせていた。
更に行くと桜かと見まがう白いズミの

木、左に進むと花畑と云われるエリア
に！ジグザグに坂道を上って行くとレン
ゲツツジ、ツマトリソウ、キバナノヤマ
オダマキ、タチツボスミレ等、眼を楽し
ませてくれる。入笠山登山口は二カ所あ
り、マナスル山荘口と花畑口、後者の方
へ進んだ。樹林帶を過ぎ展望デッキ、首
切清水の分岐をわけ山頂を目指す。直下
は急坂で滑り易く息も絶え絶え山頂へ。
多くの登山者で溢れていて写真撮影も

ままならない。並
んで漸くシャッタ
ーを、そそくさと
退散して下山は岩
場コースを行くが
ここが大渋滞、急
坂の岩場なので抜
くに抜けない。岩

場を抜けると少し広く歩き易くなり花畑
に合流した。
後で分かった事だが登りにマナスル登

山口の岩場コースを選べば距離を短縮出
来たようだ。来た道を戻り入笠湿原の大
階段を上りゴンドラ山頂駅に辿り着い
た。が、又々乗り場は大混雑！15分程
待たされ漸く山麓へ。
富士見駅へのシャトルバスの時間は15

時、ゴンドラを下りた時点で既に15時！
300mを足早に乗り場に駆け寄ると案内
人が臨時便の説明中、タクシーを呼ぶ事
も無く安堵の中、富士見駅へ向かった。
参加された皆さん、お疲れ様でした。

有り難うございました。
曇り空で残念ながら

山 頂 か ら の 大 パ ノ
ラ マ は 見 ら れ ま せ
ん で し た が 沢 山 の
お 花 に 出 会 い 楽 し
い ト レ ッ キ ン グ が
堪能できました。
やはり人気の山あるあるで大賑わい

でした。次回は平日の天気の良い日に
季節の花々を愛でに足を運びたいと思
っております。是非！ご一緒に(*^o^*

（記・渋谷 京子）
（写真提供・遠井謙策／伊藤久雄）
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No .３ ０ ６ ９
南 ア 主 稜 線 と 対 峙 す る 静 寂 の 山 へ
奥 茶 臼 山

実施日 2022年7月9日(土)～10日(日)
天 候 1日目 晴／2日目 雨・時々晴
リーダー 峯川 弘子
参加者 宇 野 輝 代 ・ 石 附 智 江 、 峯 川

弘子、徳山敬子 計４名
費 用 JR特急往復7,910円(ジパング

新宿駅起算)レンタカー2日・
高速・ガソリン経費＠5,430円
宿泊費13,200円

タイム しらびそ峠(6:15)前尾高山(7:
15)尾高山(8:16-8 :30)奥尾高
山(9:03)岩本山(10:03)奥茶臼
山山頂(11:10-11:40)奥尾高山
(13:36)尾高山(14:15)前尾高
山(14:46) しらびそ峠(15:13)

天 気 予 報 が 大 外 れ 、 出 発 日 は 晴
天 、 翌 日 夜 半 か ら 明 け 方 に か け て
雨 に 降 ら れ 出 発 を １ 時 間 遅 ら せ 雨
が や む ま で こ れ か ら の 行 動 を 話 し
合 い な が ら 待 機 、 雨 が や み ガ ス の
中 、 途 中 雨 が ひ ど く な っ た ら 撤 退
し よ う と い う こ と で テ ン シ ョ ン 低

め で 出 発 。
し ら び そ 峠
登 山 口 か ら
い き な り の
急 登 、 し ら
び そ 樹 林 と
苔 に 覆 わ れ

た 山 道 は ガ ス で 幽 玄 な 雰 囲 気 だ が
前 尾 高 山 、 尾 高 山 ま で の 急 登 に 苦
し む 。 Ｃ Ｌ の
自 分 が 水 分 不
足 か 久 々 の 2 , 0
0 0 m 越 え の せ
い か 息 苦 し さ
と 吐 き 気 を 感

じ ピ ッ チ の 遅 い 歩 行 に な っ て し ま
っ た 。 前 尾 高 山 を 経 て よ う や く 尾
高 山 に 到 着 。
あ い か わ ら ず ガ

ス 、 晴 れ て い れ ば
ビ ュ ー ポ イ ン ト か
ら 南 ア の 絶 景 が 見
ら れ る は ず な の に
残 念 。 こ こ で 奥 茶
臼 山 頂 目 指 す 2名 と
下 山 選 択 2名 と に 分
か れ 、 車 の キ ー の
置 き 場 所 を 確 認 し 合 っ て そ れ ぞ れ

出 発 。
奥 尾 高 山 を 経 て 岩
本 山 に 登 り 上 げ る
と 傾 斜 が や や 緩 や
か に な り 、 時 々 晴
れ 間 が 出 て き た 。
山 頂 近 く に な っ て
先 行 し た 宇 野 さ ん
が 下 山 し て き た 、

な ん と 10 : 3 0に 山 頂 到 着 と ！ こ の
速 さ 本 当 に こ ぶ し 会 の 超 人 、 レ ジ
ェ ン ド で す 。 歳 追 う ご と に パ ワ ー
ア ッ プ 、 ご 自 身 の 日 々 の 努 力 に 感
服 し ま し た ！
ヘ ロ ヘ ロ CLは

遅 れ て 11 : 1 0に
山 頂 到 達 、 わ
っ しょ ーい ！ ！
下 山 も 登 っ て

来 た 幾 つ も の ピ ー ク を き っ ち り 登
り 返 さ な け れ ば な ら な い 、 覚 悟 は
し て 来 た が 参 っ た ！
こ の 日 の 奥 茶 臼 山 頂 ま で の 入 山

者 は あ い に く の 天 気 で ？ こ ぶ し 会
2名 と 単 独 行 の 兵 庫 県 か ら 来 た と
い う 若 い 男 性 1名 の み 。
下 山 時 に お 会 い し た こ の 男 性 は

途 中 、 め ち ゃ 賑 や か な ご 婦 人 2人
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組 と シ ャ キ ッ と し た ご 婦 人 １ 人 と
す れ 違 っ た と 話 し て く れ た 。 (笑 )
普 段 で も 入 山 者 が 少 な い 南 ア 深

南 部 の 山 、良 い 体 験 に な り ま し た 。
（ 300名 山 に 興 味 な い 限 り こ ん な
ア ク セ ス 不 便 な し ん ど い 山 は 訪 れ
な い か ？ ？ )

【 宿 泊 ホ テ ル に つ い て 】
登 っ た 人 し か 見 ら れ な い 、 海 に
潜 っ た 人 し か 見 ら れ な い 、 信 じ
る 者 し か 救 わ な い 神 様 (b y B ' z )
そ ん な せ こ い 差 別 は な い 、 こ こ
で は 誰 で も 満 点 の 星 、 天 の 川 、
南 ア 揃 い 踏 み の 絶 景 を 見 る こ と
が で き る 。
美 味 し い 夕 飯 は 下 界 の ホ テ ル に
勝 る 料 理 長 の こ だ わ り を 感 じ ら
れ 、
山 小 屋 営 業 で も 不 思 議 で は な い
標 高 1,918mに 建 つ 天 空 の ホ テ ル 。
キ ャ ン プ 場 も 併 設 さ れ て い て
星 、 南 ア の 絶 景 、 日 の 入 り が 見
え る よ う に テ ン 場 も 配 置 さ れ て
い る 。 今 回 は あ い に く の 天 気 で
し た が 、 今 度 は 登 山 で は な く 星
と 天 の 川 を 見 る 為 だ け に の ん び
り と 訪 れ た い と 思 う 素 朴 な い い
ホ テ ル で し た 。 (日 帰 り 入 浴 可 、
温 泉 で は あ り ま せ ん 。 )ま た ま た
デ ィ ス カ バ ー ジ ャ パ ン の 楽 し い
山 旅 で し た 。

（記＆写真・峯川 弘子）

【 メ ン バ ー の 感 想 】 (原 文 ま ま )
☆ 宇 野 さ ん ☆
非 常 に ア ク セ ス の 悪 い 山 で し た
が 、 リ ー ダ － の 運 転 の お か げ で
無 事 登 る こ と が で き て 有 難 か っ

た で す 。
山 に 登 っ て い る 間 は 寂 し さ を 忘
れ る こ と が で き ま し た 。 あ り が
と う ご ざ い ま し た 。
☆ 石 附 智 江 さ ん ☆
奥 茶 臼 山 参 加 に 声 か け し て い た
だ い た お 陰 で 、 少 し 元 気 が な か
っ た 私 で す が 、 仲 間 に あ え た こ
と 、 大 自 然 の お 陰 で 何 時 も の 元
気 な 私 に な れ ま し た ！ 感 謝 し て
ま す ！ 不 便 な た め 大 変 な 思 い を
し て 車 を 運 転 し て 頂 い た リ ー ダ
ー 峯 川 さ ん に 感 謝 で す ！ お 疲 れ
さ ま で し た ！ 私 は 尾 高 山 で 折 り
返 し ま し た が 充 分 満 足 で 最 高 で
し た ?
宿 も 夕 食 も 大 変 美 味 し く 、 特 に
馬 刺 は 最 高 で し た ?次 回 は 星 を 見
に 行 き た い と 思 っ て ま す ?奥 茶 臼
山 に 頑 張 っ て 登 頂 出 来 た 仲 間 に
お 疲 れ さ ま で し た ！
本 当 に 良 か っ た と 思 っ て ま す ?
又 御 一 緒 さ せ て く だ さ い ！
あ り が と う ご ざ い ま し た ！
☆ 徳 山 敬 子 さ ん ☆
家 か ら 宿 泊 先 ま で 7 時 間 ！ 遠 い
遠 い 山 行 で し た （ 笑 ） 眺 望 も な
く 天 気 も 悪 い 中 の 登 山 で 、 途 中
の 尾 高 山 で 私 は 折 り 返 し て 来 た
け れ ど 、 雨 に 濡 れ た し ら び そ 樹
林 帯 は 見 惚 れ る 程 の 美 し さ で す 。
次 （ な い け ど ） は 宿 泊 の 《 し ら
び そ 天 の 川 》 で 星 を 見 に 行 き た
い と 思 え る 二 日 間 で し た 。
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No.３ ０ ７ ２
中央アルプスど真ん中縦走と南木曽岳
越百山∼南駒ヶ岳∼空木岳･南木曽岳
実施日 2022年7月27日(水)～31日(日)
天 候 5日間 快晴
リーダー 峯川 弘子
参加者 峯川弘子、徳山敬子 計２名
費 用 高速･ガソリン代 5,370円/1名

別途大月駅までJR料金
タイム 7/28 駐車場(6:40)伊奈川ダ

ム (7:00)登山口駐車場
(7:30)福栃橋(8:40)上の
ｺﾙ(11:00)水場(13:30)越
百小屋(15:15)

7/29 越百小屋(5:50)越百山
(7:20-7:3仙涯嶺(10:04)
南駒ヶ岳(13:25)赤梛岳
(14:47)空木岳(16:46)駒
峰ヒュッテ(17:00)

7/30 駒峰ヒュッテ(6:10)空
木岳(6:25-35)木曾殿山
荘(8:35-50)木曾義仲の
力水(9:15-30)八合目(10
:48)渡渉地点(12:50-13:
35)う さ ぎ平 (15 :08)金
沢土場(15:47)今朝沢橋
(17:16)駐車場(18:10)

7/31 駐車場(8:50)登山口(9:1
5)金時岩(9:35)金明水(1
0:00)かぶと岩(11:37)南
木曽岳(11:53)見晴台(1
2:15-12:35)摩利支天(12
:50)登山口(14:40) 駐車
場(15:00)

7 / 28 登 山 口 駐
車 場 ま で の 道 路
崩 落 の 為 林 道 ゲ
ー ト 前 に あ る 10
台 ぐ ら い の ス ペ
ー ス に 駐 車 。 そ
こ か ら ダ ム 経 由

福 栃 橋 ま で 林 道 歩 き 約 2時 間 で よ う

や く 登 山 道 。 小 屋 ま で は ひ た す ら
上 り 、 上 の コ ル か ら ぐ っ と 傾 斜 が
増 し 、 ピ ー ク に 着 い て 小 屋 へ は 一
旦下る。

7/29 小 屋 か ら
越 百 山 ま で は 熊
笹 で 鬱 蒼 と し て
朝 露 で 濡 れ る 、

急
登 を が ん ば っ て 登 り
上 げ る と 南 に は 人 を
寄 せ 付 け な い 安 平 路
山 へ の 縦 走 路 、 北 に
は 仙 涯 嶺 を 擁 す る ど
っ し り と し た 雄 大 な
南 駒 ヶ 岳 、 左 下 に 恵
那 山 山 塊 、 中 ア 縦 走

路の絶景！！
仙 涯 嶺 は 岩 場 よ り 、

越 百 小 屋 で 聞 い た 昔
に ハ イ マ ツ 帯 を 除 去
し た 為 に 崩 落 が す す
ん で い る と い う 箇 所
の 通 過 の 方 が 怖 い 。
南 駒 ま で は 石 や 岩 を

よ け つ つ 背 丈 ほ ど あ る ハ イ マ ツ と
格 闘 し な が ら の 狭 い 登 山 道 で 大 幅
に 時 間 が か か っ て し ま っ た 。 南 駒
か ら 花 崗 岩 の 滑 り や す い 登 山 道 を
下 り 右 に 南 ア 揃 い 踏 み の 絶 景 と と
も に 赤 梛 岳 を 通 過 、 そ こ か ら よ う

や く ラ ス ボ ス
空 木 が 見 え
た ！ 登 っ て も
登 っ て も 近 づ
か な い 、 で も
明 け な い 夜 は

な い 、 自 分 を 奮 い 立 た せ 、 姉 妹 で
ま た 来 た ぜ 空 木 岳 ！ ！ 二 度 め は き
つ か っ た ー ！ 山 頂 は 人 が 多 く 、 目
の 前 に 御 嶽 山 と 乗 鞍 岳 、 変 わ ら な
い絶景を見せてくれた。
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7 / 3 0 駒 峰 ヒ ュ
ッ テ か ら ご 来 光
を 拝 み 朝 日 に 輝
く御嶽山、乗鞍、
遠 く に 北 ア 薬
師 、 笠 、 穂 高 を

背 に ま た 空 木 岳 へ 。 木 曽 殿 山 荘 へ
の 岩 場 は 上 り よ り 下 山 に 使 う 方 が
ハード。
木 曾 殿 山 荘 か ら は

細 い 登 山 道 、 ス ト
ッ ク は 慎 重 に 、 木
曽 義 仲 の 力 水 以 外
に も 水 場 は 豊 富 、
決 壊 し た 橋 の 渡 渉
は 3 m 巾 ほ ど 、 晴 天
続 き で 石 を 選 ん で
行 け そ う で も 水 嵩 が ひ ざ 下 ぐ ら い

あ る の で サ ン ダ ル
な ど 履 き 替 え た 方
が無難です。
刈 ら れ た 熊 笹 で 足
が す っ ぽ り と は ま
る 分 厚 い 絨 毯 も 続
く 。 緊 張 続 く が う
さ ぎ 平 で 登 山 道 は
終 了 、 ほ っ と し て
も そ こ か ら 駐 車 場

まで長～い林道歩き約3時間。

7/30 今 日 は 筋 肉
痛 で 妻 籠 宿 観 光 と
南 木 曽 岳 登 山 に 分
か れ そ れ ぞ れ 単 独
行 。
駐 車 場 か ら 金 時 岩

分岐まで林道、分岐
か ら は ひ た す ら 急
登、上り下りに次々
と出てくる木の階段は鎖、ロープが
併設されているが落ちそうで下りは
かなり怖い。
お会いした下山者はアスレチックの

ようだったと言う、どんだけ～

山 頂 は 樹 林 の 中 な
ので20分ほ ど登り返
し た 見 晴 台 が 展 望ス
ポ ッ ト で ベンチもあ
り 整 備 さ れ て い る。
中アと北ア揃い踏み

の絶景でした。

＜宿泊・温泉情報＞
【民宿いとせ】7,500円
自 家 栽 培 の 野 菜 を 中 心 に 天 ぷ ら や
豚 肉 鍋 な ど 食 べ き れ な い ほ ど 出 し
て く れ ま す 。 腰 が 曲 が っ て 耳 が 遠
い 80歳 過 ぎ の 3姉 妹 で 切 り 盛 り 、 ビ
ー ル を 頼 ん で も え っ ？ と 聞 き 返 さ
れる。料理を出すのも片づけも
こ ち ら が 手 伝 っ て あ げ た い ほ ど 、
ある意味落ち着かない宿？(笑)

【越百小屋】10,500円
親切な奥さんと山男二人で管理。
小 屋 は 狭 い が バ イ オ ト イ レ が 超 き
れ い 、 食 事 は 残 さ れ て ゴ ミ が 出 な
いよう少量ずつで美味しい。
狭 い お 膳 や 寝 る 場 所 も グ ル ー プ ご
と に コ ロ ナ 対 策 の シ ー ル ド 、 水 は
洗面用も持参か購入以外一切なし。
お 湯 有 料 。 コ ロ ナ 渦 で 外 履 き の サ
ン ダ ル が 使 用 不 可 だ っ た の で 持 参
し た 渡 渉 用 の サ ン ダ ル が と て も 役
にたった。

【 駒 峰 ヒ ュ ッ テ 】 6,000円 (寝 袋 付 )
期 間 限 定 で 常 駐 し て い る 話 好 き の
親 切 な 管 理 人 さ ん 、 伊 那 市 の 登 山
ク ラ ブ の 方 で 木 曽 周 辺 の 山 の 情 報
を 教 え て く れ る 。 自 炊 テ ー ブ ル や
寝 る 場 所 も グ ル ー プ ご と に コ ロ ナ
対 策 の シ ー ル ド 、 水 は 洗 面 用 も 持
参 か 購 入 以 外 一 切 な し 、 ポ ッ ト の
お湯は素泊まり以外は無料。

【民宿こおしんづか】4,000円
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(南木曽町プレミアクーポン適用)
南 木 曽 岳 近 く に あ る 旅 籠 、 コ ロ ナ
渦 前 は イ ン バ ウ ン ド や 、 中 山 道 、
木 曽 路 を つ な げ て 歩 く 観 光 客 で リ
ピ ー タ ー が 多 い 。 食 事 も 部 屋 の 窓
か ら 見 え る 川 の 風 景 も と て も 良 か
っ た 。 訪 れ た 人 と は 家 族 の よ う な
関 係 で い た い と い う コ ン セ プ ト 、
昔 か ら 水 害 が 多 い と い う 南 木 曽 町
の 話 を 伺 い 、 南 木 曽 岳 の 登 山 道 を
歩いて実感した。

【大江戸温泉物語ホテル木曽路】
日帰り温泉870円
南 木 曽 岳 蘭 登 山 口 か ら 車 で 15分 、
各 籠 宿 を 通 る 南 木 曽 町 循 環 バ ス で
行 く こ と が で き る の で 下 山 後 に こ
こ で 待 ち 合 わ せ 。 山 の 中 の 広 大 な
ホ テ ル 、 露 天 風 呂 が と て も 素 晴 ら
しく日帰り入浴ではもったいない。
今 度 は ぜ ひ の ん び り と 泊 ま り で 訪
れたいと思いました。

＜あとがき＞
今回、越百小屋宿泊の4人と伊奈
川ダムから南駒経由で登ってきた
方1名以外、空木岳方面から縦走
する登山者にも一人も会わない
静かな厳しい縦走路でした。
そのご褒美に中アの奥深い絶景！
和歌山県から来た単独高年男性は下山
後、翌々日に安平路山に挑戦すると言
う。伊那市在住の単独女性は空木から
来て南越百～奥念丈岳～烏帽子岳から
伊奈側へ下山するとのこと、安平路は
さすがに行けないと言っていた。
伊奈川ダムへ下山中の林道で追い越さ
れた単独の男性3人は自分たちが2泊し
た縦走路を日帰りで周回してきたとの

こと、以前は逆回りした方も。これま
であちこちの山小屋でお会いした方達
もそうだったが世の中にはすごい登山
者達が本当にたくさんいる。
空木岳到着が17:00になってしまい、電
波の届くところで木曽殿山荘につながり
事前に伝えると、この時間からは危ない
ので管理人がいるから駒峰ヒュッテに泊
まるよう指示された。寝袋、ガス、予備
の食料装備がない中ヒュッテに着くと管
理人さんが木曾殿から連絡を受けて、込
み合っている中二人分のスペースを空け
てくれていた。食事はカップラーメンに
アルファ米を入れ、缶ビールも調達でき
て本当に感謝、感謝です。
運よく？その日に木曽駒から縦走して

ヒュッテ予約の女性2名がやはり時間切
れで木曾殿で素泊まりするとのこと、こ
ぶし会2名とトレード？だったよう。
翌日、木曾殿山荘へ下山し、ご主人に

感謝とお礼の言葉で挨拶をしました。
この木曽殿山荘は何年も前に木曽駒

から3姉妹で縦走して泊まった思い出
の場所。当時黒ぶち眼鏡の学生っぽか
った息子さんはりっぱなご主人に、お
父さんは白髪で恰幅のいい初老の雰囲
気になっていた。奥様は高血圧で山を
下りたとのこと、その分自分達も確実
に老いている。こぶし会山行で今回た
またま姉妹二人の参加になったが、

空木岳の山頂に再び姉妹で立つこと

ができて感慨深い山旅になりました。

（記＆写真・峯川 弘子）
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No .３ ０ ７ ３
関東以北の最高峰で夏山ＧＯ!

日 光 白 根 山

実施日 ２０２２年７月３０日(日)
天 候 晴一時土砂降り
リーダー 宮崎 敏男
参加者 石附智江、遠井謙策、伊藤久雄、

宮崎敏男、佐藤聡美 計5名
費 用 1人14,450～11,910円

Ｊ Ｒ 9,900円 （ 割 引 者 7,360
円 ,） レ ン タ カ ー 2,550円 、
ロープウエー2,000円

タイム 上 毛 高 原 駅 ( 8 : 1 5 ) 丸 沼 高
原 ロ ー プ ウ ェ ー 駅 ( 9 : 3 0 )
山 頂 駅 ( 9 : 4 5 ) 七 色 平 分 岐
(1 0 : 3 0 )日 光 白 根 山 頂 (1 2 :
2 0 ∼ 1 2 : 5 0 ･昼 食 )弥 陀 が 池
・ 七 色 平 ･ ロ ー プ ウ ェ イ
山 頂 駅 (15 : 3 0 )白 根 温 泉 露
天 風 呂 ･道 の 駅 ･野 路 の 店
経 由 上 毛 高 原 駅 (18 : 4 0∼ 1
9 :20発 帰 路 )

い ち 早 く 梅 雨 明 け と 思 え ば 戻
り 梅 雨 。
山 屋 泣 か せ の 今 年 で す 。

日 光 白 根 山 行 も 直 前 ま で 雨 模 様
の 予 想 だ っ た が こ こ は ビ ッ シ と
決 行 宣 言 ！ し か し 前 日 と な っ て
" て ん き と く ら す " 登 山 指 数 " Ａ

に 好 転 ！
山 の 神 様
の 気 が 変
わ ら な い
よ う に と
こ の 日 を

迎 え 、 た に が わ 4 0 1 号 車 中 は 子
供 の 遠 足 の よ う に 陽 気 な ５ 人 で
し た 。

夏 休 み 入 り
の 丸 沼 高
原 、 日 光 白
根 山 は 山 麓
か ら 山 頂 ま
で 若 人 、 家

族 連 れ が い っ ぱ い ！ 少 し 年 長 の
我 々 も 元 気 を も ら っ て 久 々 の 山
路 を ナ イ ス ・ マ イ ペ ー ス で 上 を
目 指 し ま す 。
森 林 限 界

を 超 え 夏
空 の 青 と
ち ょ っ と
キ ツ イ 陽
射 し を 楽
し み （ 苦 し み ） 山 頂 直 下 の 火 口
円 地 到 着 。 久 し ぶ り の 山 の お に
ぎ り は お い し い ！ と Ｓ 嬢 は パ ク
パ ク 。
下 山 の 午 後 は 会 長 の ア ド バ イ

ス 通 り の お 山 洗 い の 雨 。 久 し ぶ
り の 雨 中
山 行 を 楽
し み ま し
た （ ホ ン
ト ）
森 と 湖 、
高 原 と 山

並 、 樹 林 と 苔 そ し て 高 原 の 花 、
温 泉 に も 恵 ま れ た 尾 瀬 片 品 か ら
奥 日 光 の 真 ん 中 あ る 日 光 白 根
山 。
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今 度 訪 ね る の は 何 時 、 ど の コ
ー ス が イ イ か な ・ ・ ・

【 メ ン バ ー 一 言 】
◇ 久 し ぶ り に 百 名 山 、 快 晴 の ち
豪 雨 、 む か し ヨ ク 行 っ た ア ル プ
ス の 山 行 を 懐 か し く 思 い 出 さ れ
ま し た 。 温 泉
好 き と し て は
も 少 し ユ ッ ク
リ 浸 か っ て い
た か っ た な ー
（ 伊 藤 久 雄 ）
◇ 久 し ぶ り の
山 行 、 爽 や か
な 自 然 の 風 や 素 晴 ら し い 景 色 に
救 わ れ た り し な が ら 山 頂 に 着 い
た 時 は 最 高 の 気 分 で し た 。 下 山
が 大 変 ( * ＿ * ； 急 降 下 、 で も 見
下 ろ す 五 色 沼 の 絶 景 で 記 念 写
真 。 弥 陀 が 池 を 通 過 し た ら お 待
ち か ね の 豪 雨 に ビ ッ ク リ 、 す っ
か り ぬ れ ね ず み も 帰 路 の 温 泉 で
さ っ ぱ り 。 お 陰 様 で 私 の 山 に 近
ず け ま し た 。 本 当 に あ り が と う
ご ざ い ま し た 。
今 、 ト ウ モ ロ コ シ も ！ （ 甘 く て
(*̲ * ; )（ 石 附 智 江 ）

◇ ロ ー プ ウ エ イ で 上 が っ た シ ラ
ビ ソ と 苔 の 森 は 八 ヶ 岳 の よ う な
雰 囲 気 で 香 が 漂 い い い 匂 い で し
た 。 高 度 を 上 げ る に つ れ 陽 が 差
し た り 霧 が 流 れ た り 幻 想 的 で し
た 。
下 の 沼 が 見 え 隠 れ す る 日 光 白 根

山 の 山 頂 に 立 つ こ と が で き て 嬉
し か っ た で す 。
下 り で は 猛 烈 な 雨 に 当 た り ま し
た が 、 次 の 山 行 に 繋 げ て い け る
と 思 う の で そ の こ と も 含 め て 楽
し か っ た で す 。
先 輩 方 々 あ っ て の 私 で す 。 ト マ
ト と ト ウ モ ロ コ シ の お 土 産 付 き
で あ り が と う ご ざ い ま し た 。 帰
り の 蕎 麦 が 食 べ れ な か っ た の は
残 念 で し た 。
流 れ る 雲 に 陽 光 が 幻 想 日 光 白 根
（ 佐 藤 聡 美 ）

◇ 夏 雲 涌 く 爽 や か な 風 の 中 を 快
適 に 登 り 切 り 、 ５ 回 目 の 山 頂 を
踏 ん だ 。
弥 陀 が 池 を 周 回 し た 下 山 は 、 ス
リ リ ン グ な 前 半 と 気 持 ち い い 位
の 土 砂 降 り の 後 半 。
何 と も 波 瀾 万 丈 の 午 後 と な っ
た 。
名 湯 に 浸 か っ て さ っ ぱ り し た 後
の 生 ビ ー ル ? ? は や っ ぱ り 最 高 ?
名 物 の ト ウ モ ロ コ シ を 土 産 に 。
妻 あ し ら い も こ の 歳 と な り 板 に
つ い て き た ?
(Ken n s a k u t o i)
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N o . ３ ０ ７ ６
山 容 秀 麗 他 に 落 ち な い 日 本 海
に 面 し た 信 仰 の 山
鳥 海 山

実施日 2022年8月20日(土)～21日(日)
天 候 晴 れ
リーダー 宮 崎 敏 男
参加者 宮 崎 敏 男 ､ 石 附 智 江 、 佐

藤 聡 美 計3名
費 用 夜 行 バ ス 8, 100円 、 レ ン タ

カ ー 6 , 0 0 0 円 ( ガ ソ リ ン 代
含 ） ⇐ ⇐、 Ｊ Ｒ (酒 田 新 潟 東
京 )13 ,750円 （ 割 引 者 9,630
円 ） 宿 泊 代 8,800円
合計36,650円（32,530円）

タイム 湯 の 台 口 登 山 口 (20)滝 の 小
屋 ( 1 h )河 原 宿 小 屋 ( 2 h 4 5 )
伏 拝 岳 (10)行 者 岳 (38)鳥 海
山 ･新 山
往 路 正 味 ４ h33ｍ
鳥 海 山 大 物 忌 神 社 (34m)伏
拝 岳 (2 h 4 8m )滝 の 小 屋 (1 6
ｍ )湯 の 台 口
帰 路 正 味 3 h 3 8 m そ の 他
休 憩 2h1 2m 合 計 10h 2 3m
距 離 12 . 0㎞ 、 上 り 1 , 2 07㍍
・ 下 り 1,387㍍

線 状 降 水 帯 の 北 東 北 、 近 く の 鳥
海 山 も 悪 天 候 。 し か し 実 施 日 に は
回 復 す る と 期 待 し て い た 。 前 日 の
気 象 予 報 、22日 は 絶 好 の 登 山 日 和 、
21日 は 風 速 16～ ２ ０ Ｍ の 強 風 の 予
報 、とても21日は無理。相談して22

日だけ登ることに"
予 定 通 り バ ス に 乗
りましょう"とライ
ンでＧＯ！
翌 日 、 庄 内 の シ ン

ボル山居 (さんきょ)倉庫。遊佐の岩ガキ

・焼き立て魚ご飯。
鳥 海 山 大 崩 の な ご り 象 潟 ・ 九 十 九

島。この地が初めての三人は十分楽
しみ日本海に面した温泉旅館に投宿、
明日に備えました。

朝 4 時 宿 を 出 た 車
は 湯 の 台 コ ー ス 滝
の 小 屋 登 山 口 へ 。
晴 天 の 兆 し の 空 の
下 、 登山口を出発。

滝の小屋を経て八丁坂へ。雪 解 け 水 の
流 れ の 中 を 遡 上 し 、 一 丁 二 丁 と 急
登 を 踏 み し め 上 が る に つ れ 背 後 に
庄 内 の 山 や 平 野 が 、酒 田 の 市 街 が 、
日 本 海 の 青 が 広 が り 、 我 ら を 励 ま
し て く れ る 。
す っ か り 廃 屋 の

河 原 宿 小 屋 (ト イ
レ は 立 派 )こ こ か
ら の 眺 望 は 誰 を
も 楽し ま せる 。万年の雪渓は心の字
を成し緑の山肌に、その山肌は外輪
山へと続く、もちろんその上 は 紺 碧
の夏空。
こ こ か ら 外 輪 山 ・ 伏 拝 (ふしおがみ)

岳 ま で は 最 後 の 急 登 。 お 花 畑 、 雪
渓 の 道 を 登 り 、 最 後 は 急 登 の ア ザ
ミ 坂 を 、 も う い い 加 減 に せ よ と 云
う ほ ど 登 っ た 。 下 で は 枯 れ て い た
鳥 海 山 ア ザ ミ が こ こ で は ま だ 元 気
に 咲 い て い た 。 痛 ！ ト ゲ が 。
外 輪 山 の 道 は 、 立 鉾 コ ー ス か ら

の 道 と 合 わ さ り 山 頂 を 目 指 す 。
外 輪 山 は 文 殊 岳 、 伏 拝 岳 ・ 行 者

岳 ・ 七 高 山 （ 新 山 で き る ま で の 最
高 峰 ） そ し て 最 高 峰 新 山 と 多 く の
ピ ー ク で 成 っ て い る 。
外 輪 山 の 道 か ら は も く も く と 湧
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き 上 が る 雲 が 大 海 の 如 く 、 雲 海 を
突 き 抜 け 月 山 の 峰 が 、 千 蛇 谷 の 美
し い 眺 め と そ こ を 歩 み 来 る 登 山 者
の 列 が 一 望 だ 。 パ ノ ラ マ ロ ー ド は
天 の 道 か 。
外 輪 山 か ら 新 山 へ は 一 旦 ザ レ た

鎖 場 を 火 口 の 底 へ 急 降 下 。 今 日 は
各 地 か ら の 登 山 者 で 渋 滞 し て い
る 。 底 で 昼 食 ・ 休 憩 。

鳥 海 山 に
来 て 気 付
いたのは、
わ が パ ー
テ ィ の 2 名
の よ う な
シ ニ ア が
居 な い こ

と 。 Ｉ Ｃ Ｉ 石 井 ス ポ ー ツ の 広 告 に
載 っ て い る よ う な カ ッ コ い い ハ イ
カ ー ・ ト レ ッ カ ー の よ う ナ 生 き の
イイのばかり！
最 高 峰 の 新 山 は 200年 程 前 の 噴 火

で 出 来 た 溶 岩 ド ー ム 。 底 か ら ゴ ロ
ゴ ロ し た 大 岩 を 直 登 。 這 い 上 が
り 、 回 り 込 み 狭 い 山 頂 に 到 着 。 往
路 は 楽 し く も 結 構 き つ か っ た の で
思 わ ず ＼(̂ ̲̂ )／ で し た。
山 頂 か ら は 一 面

の 雲 海 とそ の 上 に
広 が る 深 く 青 い
空 。 岩 手県 の 山 や
下 界 の 広大 な 景 色
は 眺 め ら れ な っ か た け ど そ れ に 負
けない景観でした。
新 山 か ら 大 物 忌 神 社 へ 参 り 一 服 。

Ｓ さ ん 藍 染 の 鳥 海 山 手 拭 い 買 っ て
イイね！ Ｉさん一本500円のペット
旨そう、ビール飲んでいるみたい！
下 山 も 結 構 道 は 悪 路 で 長 い 。 青

空 は ま だ ま だ
健 在 。 日差しは
厳 し い の で 日 焼
け 、 渇 き が 体 力
を 奪 い そ う 。 疲
れ で 滑 る 岩 、 穴
ぼこ道への対応に脚が悲鳴をあげて
いる。俺も結構いい歳だからなー（弱
気満々）
帰 路 の 車 運 転 も あ る の で 、 は や

る 気 持 ち を 抑 え マ イ ペ ー ス 下 山 。
ま さ か 日 帰 り ピ ス ト ン で き る と

は 。 行 け る と こ ま で 行 っ て 鳥 海 山
を 楽 し め れ ば い い と 。 女 性 二 人 の
山 へ の 情 熱 と 根 性 に 脱 帽 、 背 中 を
押 さ れ 登 っ た 鳥 海 山 で し た 。

(記 ＆ 写 真 ・ 宮 崎 敏 男 )
私 の 一 言

・ 石 附 智 江
天気バッチリで最高でした。スター
トから河原宿小屋まではペースも良
く楽でしたが、そこから頂上まで大
変でした。しかし仲間に助けられゴ
ールしました。仲間に感謝ゝです。
ありがとうございました。

・ 佐 藤 聡 美
台 風 一 過 の よ う な 雨 後 の 快 晴 の

鳥 海 山 に 登 れ て 良 か っ た で す 。 庄
内 平 野 と 日 本 海 が 雲 合 間 か ら 見 ら
れ て 素 晴 ら し い 景
色 で し た 。 山 頂 直
下 の 険 し い 岩 場 に
は 参 り ま し た 。 な
ん と か 降 り ら れ ほ
っ と し ま し た 。
"眼 を 閉 じ て 雪 渓 の 涼 風 渡 る "
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら １

「はげ山」から自然美の島へ (屋 久 島)

4月というのに初夏の熱気麓から、山道を踏み分け約2時間。岩も緑に覆われ

た「苔むす森」を過ぎ、標高千㍍に近づけば、晩秋じみた寒気が次第に強まり、

したたる汗も冷えていく。

鹿児島県大隅半島から約60㌔、千㍍級の山が四十数座連なる屋久島。別名「洋

上アルプス」だ。 平均気温は20度近く、沖縄に迫る亜熱帯。でも100㍍登れば0．

6度余ずつ下がり、「1936㍍の宮之浦岳山頂は亜寒帯の北海道ばり」と山岳エコツ

アーガイドの日高順一さん（72）はいう。「直径30㌔萄の島に日本列島南北2千㌔

の気候と植生が垂直分布で辞め込まれている。こうも極端な例は世界でもまずな

い」

そんな「生態系」と「自然美」1993年、日本初の世界白然遺産に登線

された。同時に登録されたブナ原生林の白神山地、後に続いた知床や小

笠原諸島、奄美大島・沖縄などは、いずれも独自の生態系や生物多様性

による評価。自然美で基準を満たしたのは屋久島だけだ。

いずれ劣らぬ絶景なのに、なぜだろう。答えの出ぬまま、きつい 登

りを枝につかまり、えい、と越えると視界が働けた。標高1050㍍、 島

の連山を一望する「太鼓岩」だ

黒々と濃い常緑

に 柔 ら か な 新

緑、は仙じ刷毛

ではいたように

けぷる釈紅の山

楼。息をのみ、

これぞ自然美と

納得しかけた私

に、「僕の少年時代、この山鞍の一帯は色のないはげ山でした」と、日高さん
が静かに言った。
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「かつての国有林伐採地1屋久杉の墓場と害われた場所ですよ」

伐採の歴史は古い。豊臣秀吉の方広寺大仏殿には島津家が廣久杉を供出した

とされ、江戸期の島民は薩摩藩に年貢として納め、米やみそとも交換した。「軌

艶で油をたっぷり含み湿気に強い。古来、一評価の高い建材だった」と屋久杉

自然館館長、松本薫さん（63）はいう。「ただし表土の薄い隆起胞蝕邸の層せ

た島が生育に向くかと言えば、むしろ逆。1㍉に満たぬほど密な年輪は栄養不

足で庫めて成長が遅いから。水をはじく油分の多さも日本一の雨量で腐って空

洞化し、枯死せぬための自衛手段」過酷な凍涛に耐えて長寿な屋久杉を島民は

敬い、必要な量だけ大事に切ってきた。だが明治新政府下で状況は一変する。

地租改正に兢く官民有地区分で山林の大半が国有化され島民は利用できなくな

ったのだ。

「屋久島が島民のものだったことは一度もない。この時も『領主』が薄から

国にかわっただけ」と松本さん。「だが島民は杉と共に生きてきた。国を相手

に山林下げ戻しを求める訴訟に至ったのも無遜はない」 16年闘い、島民敗

訴。不満の高まりを危惧した国が薪炭調達の一部容認や架橋など和解兼を盛り

込み、1921年に定めたのが「屋久島国有林経営の大綱」だ。

島民は「屋久島憲法」と呼び受け入れた。森の未来を国が握ることに慣れてい

った。

屋久杉が名実ともに島民の手を離れ、遠い存在になったの尽この時

からだったのかもしれない。樹齢2千年超えの巨木にもチェーンソーがうなり

をあげた戦後の高度経済成長期、じわじわと茶色に変わっていく山を気に留め

る人は、ぼとんどいなかったのだから。

声あげた島民 伐採・に歯止め
屋久島高校の実習助手で山岳部顧問だった大山勇作さん(78)山の危うさに

気付いた一人だ。軍需でも切られなかった高齢樹の「屋久杉」が、．戦後

の建筆ラッシュで1957年、初めて伐採対象に。パルプ需要の拡大で樹種不

間の皆伐も進み、米国からき尤チェーンソーが、従来ののこぎり七は比戟

にならぬスピードで原生林をなぎ倒していた。

世界的には自然保護運動が高まった時代で、66年に縄文杉が「発見」さ

れた屋久島でも一部原生林は保護された。だが山奥では依然、大量伐採が
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続いている。「実態を知ろせなければ」。山で撮った写真をスライドにし、

集落を回って上映したが反応は鈍い。手を触れられぬ国有林が、島民にと

って「ひとごと」になりつつあるのを痛感した。「世論を動かさねばだめ

だ」。映画ならスライドよりたくさんの人に見てもらえる。

山岳部OBらに呼びかけ、告発映画製作の実行委員会を立ち上げた。 資金

は、千円の前売り券が頼り。島で独居の老女を訪ねた夜、「今、お金はな

かとです」と言われ、あげかけた腰が続く言葉で止まった。

「明日は息子から来月分の仕送りが入る。明日、また来てくれませんか」

少女時代、屋久杉伐採の村にサバの刺し身を売る父に連れられ、山を歩

いて育ったのだという。「すごくいい木がたくさんあった。大量伐採は止

めなきゃいけません」。うれしかった。貴重な千円はとても受け取れなか

ったが」彼女の言葉はそれ以上の価値で映画作りを支えてくれた。

屋久杉には人の心を動かし奇跡を起こす力があるのだろうか。米カントリ

ー歌手の故ジョン・デンバーさんに屋久島の現状を伝える手紙を添え、ダ

メ元で映画に使う楽曲の無償提供をお願いすると、即答で快諾してくれた。

巨木が倒れるハイライトシーンは「告発」される側の伐採担当者がこっそ

り日程を教えてくれたから撮影できた。わずか十数分チェーンソーがうな

ると、巨大な屋久杉が最後の抵抗のように周囲にの枝をなぎ倒し、地響き

共に2000年を超える命を終えていく。「切る側も人の子。思うところはあ

ったのだろう」

78年、映画「屋久島からの完成。上映会は島内に加え東京や大阪でも開か

れ、100回を超えた。

住民らによる「屋久島を守る会」も国会議員に訴えるなど強力な運動を

進め、82年、樹齢千年扱の屋久杉伐採が禁止される。世界自然遺産登録は

その11年後のことだった。

屋久島の「自然美」とは何か。太鼓岩で考え続ける私に、「皆伐後、ま

ず生えたのは山楼」と日高さん。「続いて多様な雑木が芽吹き、色彩豊か
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な春が育った」。雲霧が山肌を潤す屋久島は自然の

再生能力がきわめて高いという。「切られ続け、そ

れでも山は美しい。生きて百年の人間が千年単位

の生命を前に自然とは何か語るのはは、おこがまし

いと思いませんか」

屋久杉自然館の松本さんの言葉がよみがえる。

「美しい原生林は世界にあるが、かくも長寿で独特

の面妖さを示す天然杉の林は屋久島だけ。かつて伐採してきた島民は、今

や自らの意志で保全へと歩んでおり、世界遺産登録ではそのいずれの歴史も正

確に伝える地元の努力も部価された。自然遺産と言うより、むしろ文化遺産に

近いのかもしれません」

2019年」島に新たな「奇跡」が起きた。屋久島高校済劇部が、大山さん

を主人公のモデルに当時顧問の上田美和教翰（50）が書いた「ジョン・デ

ンバーヘの手紙」で全国高校演劇大会優秀賞に輝いたのだ。

主演の山下邦和さん（20）は相反する役人との二役を演じた。「自然保護

は信念、伐採は生きるため。互いに必死で、互いに正義と僕は思う」。
痩せた、でも限りなく豊かな屋久島の大自然。その融通無碍な生命力が育
む広く柔軟にものを見る目は、次代に着実に引き継がれている。

・島に降る雨は花崗岩の地表を流れ、滝になる。強烈

な陽光の下、落差８８㍍大川の滝はタップリ冷気を送

ってくれた。

・島のあちこちに「ヤクシカ」が。小柄な体につぶ

らな瞳で愛らしいが、里では食害も深刻という。
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら ２

中高年に人気の登山、里山や低山での滑落・遭難が増えている理由

◆「東京の山」で遭難者が増加
している背景

コ ロ ナ禍 以 降 、 ア ウト ド ア
人気がますます高まっている。
3密を避けられるうえ、ストレ
ス解消にもなるということで、
キャン プ や登 山 、 ハ イキ ン グ
に 出か け る 人 が急 増 して い る
が 、 その 一 方 で トラブル や 遭
難も続出している。

警 察 庁 が 6 月 9 日 に 発 表 し た
「令和3年における山岳遭難の概況」で、コロナ禍における遭難状況
を 分析してみた 。昨年は年間の 半分以上の期間、 緊急事態宣言や ま

ん延防止等重点措置が発令さ
れていた。社会の閉塞感、個
人のストレスは高まる一方だ
った。そうした状況下で、遭
難発生件数は2635件と、前年
を 341件 も 上回 っ た 。 デ ー タ
は表１の通り。

警 察 庁 デ ー タ の 山 岳 遭 難 に
は 山菜 取 り や 観 光 な ど も 含
み、遭難者全体に占める登山
（ハイキング、スキー登山な
どを含む） の割合は 77.9％と
なっている。

北アルプスや八ヶ岳など人
気の 高 山 が ひ し め く 長 野 県

や、気象条件が厳しい北海道の遭難件数がやはり多い。驚くのが3位
の東京都の増加ぶりである。前年は110件（6位）だったから4割以上
も 増えたことになる。コロナ禍 で他県に行けなか ったため、近場 の
山を選んだことが背景にあるようだ。

山歩きには万全の準備と慎重な行動が必要



- 28 -

東 京の山 とい えば雲 取山（ 標高 2017m）をはじめ とする奥多摩の 山
々が思い浮かぶが、昨年は高尾山（標高599m）で遭難した人が85人
も いるというか ら驚く。低山と いえども侮っては いけないという こ
とだ。

【表2】を 見 て も 分 か る 通 り 、 富 士 山 や 3000m級 の 山 が 連 な る 穂
高 連 峰 な ど の 高 山 、 難 易 度 の 高 い 山 で の 遭 難 が 5年 平 均 よ り も 少
な く なっ てい る 一方 で 、高 尾 山 を は じ め と す る 里 山 な ど 低 山 で の
遭 難 が 増え て い る点に注目したい。

◆ 40、50代の中年層に多い遭難者

で は 、 今 年 に な っ て か ら の 遭 難 状 況 は ど う な っ て い る の だ ろ う
か 。ここで は毎 週 、 山 岳 遭 難 発 生 状 況 を 公 表 し て い る 長 野 県 警 の
HP内 にあ る山 岳 安全 対 策課 の 「 山 岳 情 報 」 を 検 証 し て み よ う 。

そ れ に よ る と 、 令 和 4年 の 1月 1日 か ら 6月 12日 ま で の 長 野 県 警 管
内にお ける遭 難 件 数 は 76件 で 前 年 比 11件 増 。 遭 難 者 は 87人 （ 同 11
人 増 ）、死 者 は 13人 （ 同2人 減 ）、 行 方 不 明 1人 （ 同 1人 増 ） な ど と
な っ て い る。

山 岳 別 で み る と 、 北 ア ル プ ス が も っ と も 多 く 23件 、 八 ヶ 岳 連 峰
15件 、中央ア ル プ ス 9件 、 南 ア ル プ ス 1件 、 そ の 他 28件 。 そ の 他 は
里 山な ど の低 山 が大 半 だ が 、 御 嶽 山 や 浅 間 山 な ど 2000m超 級 の 山
も 含 まれ る 。

全 国 的 な 傾 向 と 異 な る の は 、 遭 難 者 の 年 代 別 割 合 だ 。 も っ と も
高いの は40代 、 50代 合 わ せ た 36件 （ 41.4％ ） で 、 60代 以 降 の 30件
（ 34 .5％ ）を 上 回っ て いる 。 こ れ は 北 ア ル プ ス な ど の 難 易 度 の 高
い 山 を 目指 す 50代以 下 の 登山 者 が 多い こ と に 起 因 し て い る た め で
は な い か と み ら れ る 。 令 和 2年 以 降 、 中 年 層 （ 40、 50代 ） の 割 合
の ほ う が 高 年 層（60代以降）を上回っている。
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最 近 の 遭 難 例 を 紹 介 し よ う 。 6月 5日 に 北 安 曇 郡 松 川 村 の 雨 引 山
（ 標高1371m）に 単 独 で 入 山 し た 57歳 の 女 性 が 行 方 不 明 と な り 、 1
0日 にな っ て標 高 1080mの 沢筋 で 遺 体 と な っ て 発 見 さ れ た 。 こ の 女
性 が 山頂 に い た のを 別 の 登山 者 が 確 認 して い る こ と か ら 、 下 山 中
に 何 ら かの 原 因 で 滑 落 した と み ら れて い る 。山 岳 関 係者 に よ る と 、
雨 引 山 は登 山 口 と 山 頂 の 標 高差 は 430mほ どで 、 典 型 的 な 里 山 だと
い う 。

八 ヶ 岳 で は 6月 2日 に 、 3人 パ ー テ ィ で 横 岳 か ら 地 蔵 の 頭 に 向 け
て 縦走中の 75歳 の 女 性 が 滑 落 し て 、 県 警 ヘ リ に よ っ て 救 助 さ れ た
が 死 亡が 確認 さ れた 。 さ らに 11日 に は 、 横 岳 か ら 赤 岳 に 向 け て 10
人 パ ー ティ で 縦走 中 の 70歳の 女 性 が 滑落 し て 負 傷 し た 。 こ ち ら は
高 齢 者 遭 難 の 典 型 例 だ 。

◆“山岳プロ”が指摘する里山遭難の原因と対策

で は 、 高 齢 者 や 里 山 で の 遭 難 が な ぜ 増 え て い る の か を 検 証 し 、
対策を 考え てみ た い 。 長 野 県 警 山 岳 安 全 対 策 課 管 理 官 兼 次 長 の 櫛
引 知弘 氏 に話 を 聞い た（ 以下 カ ッ コ 内 の コ メ ン ト は す べ て 櫛 引 氏 ）。

【高 齢 者 が 遭 難 す る 原 因 と は？】

「 高 齢 者 の 遭 難 の 半 数 以 上 が 滑 落 ・ 転 倒 に よ る も の で 、 特 に 下
山中 の発生 が多 い で す ね 。 足 腰 の 疲 労 に よ り 踏 ん 張 り が き か な く
な った り 、 集中 力（ 注 意 力 ）が な く な っ て し ま う 。 疲 労 、 い わ ゆ
る バ テて し ま う ケ ース も 目立 ち ま す 。 こ れは 体 力 不 足 や 過 去 の 経
験 に よ る過 信 に よ る も の です 。 今 後 、最 も 懸 念 さ れ る のが 、 コ ロ
ナ 禍 を 経 て 、体 力 の 低 下 や 登 山 に対 す る 感 覚 が鈍 っ て い る な か で
高 年齢 層 の 方 が登山を再開することです」

下 山 中 の 疲 労 、 過 去 の 経 験 に よ る 過 信 、 コ ロ ナ 禍 に お け る 体 力
低下 と感覚 鈍化 。 こ れ ら が 複 合 的 に 重 な れ ば 、 遭 難 の 危 険 性 は ま
す ます高くなりそうだ。

【高 齢 者 遭 難 防 止 の 対 策 と は ？】

「 今 後 、 高 年 齢 層 で 登 山 を 再 開 す る 方 や 、 新 た に 登 山 を 始 め る
方は 、自身 の体 力 を 確 認 、 把 握 し た う え で 、 距 離 の 短 い 山 や 高 低
差 の少 な い 山な どか ら 始 め 、徐 々 に ス テ ッ プ ア ッ プ し て く だ さ い 。
特 に 、こ れ か ら 再開 す る方 に は 、 過 去 の経 験 に 基 づ く 過 信 や 油 断
に は く れぐ れ も 気 を 付 けて い た だき た い 。 現 在 の 自 身の 体 力 や 技
量 に 見 合 った 山 選 び 、 ゆ と り のあ る 登 山 計画 、 綿 密 な 事 前 準 備 が
必要 で す 」
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最 近 は 、 リ タ イ ア 後 の 自 由 な 時 間 を 使 っ て マ イ カ ー で 全 国 の 山
々を めぐる 高齢 登 山 者 が 増 え て い る が 、 こ う し た 高 齢 登 山 者 の 遭
難 が複 数 発 生し てい る と いう 。

「 常 に 家 族 に 連 絡 さ れ て い る ケ ー ス は い い の で す が 、 何 日 も 連
絡が 取れず 、ど こ に 行 っ て い る か 分 か ら な い 状 況 で は 捜 索 範 囲 が
広 がり 初 動 が遅 れま す 。 こま め な 連 絡 が 欠 か せ ま せ ん 。 ま た 疲 れ
が し っか り 取 れ な い車 中 泊や 弾 丸 登 山 は遭 難 の リ ス ク が 高 ま る だ
け で す ので控えていただいきたいですね」

【低 山 で 遭 難 が 増 え て い る 原 因 と は ？】

登 山 道 整 備 の 違 い が あ る と い う こ と だ 。 た し か に 台 風 な ど 大 き
な自 然災害 の後 、 過 疎 化 が 進 む 地 域 の 里 山 で は 倒 木 や 土 砂 崩 れ の
跡 がそ の ま ま放 置さ れ て いる ケ ー ス が 少 な く な い 。

里 山 遭 難 の 原 因 に は 、 こ の ほ か 登 山 者 自 身 の 意 識 も 関 係 し て い
ると いう 。 「 里 山 、 低 山 と い う 感 覚 か ら 、 事 前 の 準 備 や 装 備 が
お ろ そ か に なり 、ハイ キン グ 気 分 で 安 易 に 登 山 す る 人 が 多 く な っ
て き て い ま す 。本 来 、 登山 は低 山 と いえ ど も 十 分 な 事 前 準 備 が 必
要 で す し 、山 で は地 図 で 地 形 を確 認 しな が ら 行 動 する も の で す が 、
そ う し た 知 識 が ない登山者が多くなってきているように思います。

ま た SNSの 情 報 は あ く ま で 他 人 の 山 行 記 録 な の で す が 、 そ れ を
もと に『 このく ら い の ペ ー ス で 登 れ る 』『 危 険 個 所 は な い 』『 簡 単
に 登 れ る 』と 自 己 判断 して し ま う こ と は 非 常 に 危 険 で す 。 SNS情
報 を 参考 に す る こと は 有 効 です が 、 あく ま で 事 前 の 準 備 を し た う
え で 、 客観 的 に 判 断 す るこ と が 必 要 です 」

情報が豊富になったことが、逆に仇となっているケースもあるということだ。

【里 山 で 遭 難 し な い た め の 対 策 と は ？】

「 通 常 の 登 山 と 同 様 、 入 念 な 事 前 準 備 と 必 要 な 装 備 品 の 携 行 が
重 要 です 。SNSの 情 報 を 活 用 す る こ と も 有 用 で す が 、 自 身 の 体 力
や 経験 、 技 量を 考 え 、挑戦 で き る 山 な の か ど う か を 判 断 す る と と
も に 、距 離 や 高 低 差 、行 程 内 の危 険 個所 な ど 、 登 山 に 欠 か せ な い
情 報 を 確認 し た う え で 登 っ てい た だ き たい 。

ま た 、 携 行 す る 装 備 に つ い て で す が 、 食 べ 物 や 防 寒 着 だ け で な
く 、万 が一 に備 え 、 レ イ ン ウ エ ア 、 ヘ ッ ド ラ イ ト 、 エ マ ー ジ ェ ン
シ ー シ ー ト （ ア ル ミ 素 材 の ビ バ ー ク 用 の 軽 量 シ ー ト ）、 紙 媒 体 の
地 図 な ど は 必 ず 携 行 し て くだ さ い 。 最 近 は GPS情 報 か ら 現 在 地 が
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確 認 で き る 登山 ア プ リ があ り ま す が 、地 形 図 の 見 方 が分 か ら な か
っ た り 、 バ ッ テリ ー 切 れ な ど でア プ リ を 使 っ てい て も 遭 難 す る ケ
ース が あ り ま す 。根 本 的 に は ア プ リ に頼 り す ぎ て し ま い 、地 図 の
見 方 が 分 か ら ない 登山 者 が 多 く な っ て い る と思 わ れ ま す 。最 低 限 、
地 図 の 見 方 は 習 得 して お いて く だ さ い 」

櫛 引 氏 の 分 析 と ア ド バ イ ス は 非 常 に 分 か り や す く 、 参 考 に な る
ものば かり だ 。長 野 県 警 で は ツ イ ッ タ ー や イ ン タ ー ネ ッ ト の サ イ
ト など SNSを 活 用し て さ ま ざま な 啓 発 情 報 を 発 信 し て い る 。

ま た 、 ユ ー チ ュ ー ブ の 長 野 県 警 公 式 チ ャ ン ネ ル で は 、「 安 全
で 楽 し い 登 山 」 実 践 編 な ど さ ま ざ ま な 動 画 を 配 信 。 こ れ は 非 常
に 参 考 に な る の で 、 ぜ ひ ご 覧 に な っ て い た だ き た い 。 登 山 口 で
の 山 岳 指 導 や 山 岳 パ ト ロ ー ル の 実 施 な ど に よ る 遭 難 防 止 に 向 け
た 取 り 組 み も 精 力 的 に 行 っ て い る と い う 。

梅 雨 が 明 け れ ば 本 格 的 な 夏 山 シ ー ズ ン に 突 入 す る 。 コ ロ ナ
感 染 が 落 ち 着 い て き た だ け に 、 今 年 の 夏 は 里 山 か ら 高 山 ま で
多 く の 登 山 者 で に ぎ わ う も の と 思 わ れ る 。 そ こ で 、 山 頂 か ら
の 絶 景 を 楽 し む た め に も 、 万 全 の 準 備 と 最 新 の 注 意 を 怠 ら な い
こ と を 肝 に 銘 じ て い た だ き た い 。 安 心 ・ 安 全 で こ そ 楽 し い 登 山
を 満 喫 で き る は ず だ 。 SNSや 登 山 ア プ リ に 依 存 し 過 ぎ ず 、 自 ら の
体 力と読図力、判断力を高めて、楽しい山歩きを 実践したいもの で
ある。
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら ３
(PHPオンラインから)

な ぜ 『 富 士 山 』 は そ こ に あ る の か ？

… 地 球 上 で “ 唯 一 ” の 必 然 的 な 理 由

2022年 か ら 、 高 校 で 地 理 が 必 修 に な る 。 日 本 人 な ら 知 っ て お
き たい 、日 本の 地 理 の 教 養 を 一 つ 紹 介 し た い 。

富 士 山 は な ぜ そ こ に あ る の だ ろ う か 。 日 本 最 高 峰 の 山 は ど の よ
うにして でき た の か ？ 地 球 規 模 の 地 殻 変 動 の 結 果 生 ま れ た 奇 跡 の
山 ―― 富士 山の 謎 に 迫っ て み る。

富 士 山 ― 地 球 上 で た だ 1つ の 特 異 な 場 所

太 平 洋 東 部 や 大 西 洋 中 央 に は 南 北 に 走 る 中 央 海 嶺 と よ ば れ る 盛
り 上 が っ た 割 れ 目 が あ り 、 毎 年 数 cmず つ 東 西 に 拡 大 し て い る 。
開 い た割 れ目 がマ ン ト ルの 上 昇 部 に あ た り 、 玄 武 岩 質 の マ グ マ が
供 給 さ れ 、新 しい 地 殻 、す な わ ち プレ ー ト が 生 産 さ れ て い る 。

さすがに美しいです！ 何処から？ お札…
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地 球 表 層 は 地 殻 と 上 部 マ ン ト ル か ら な る 、 厚 さ 1 0 0 k m
く ら い の 1 4 ～ 1 5 枚 も の 硬 い 岩 盤 で あ る プ レ ー ト に 覆 わ
れ て 、 そ れ ぞ れ が 移 動 し て い る 。

プ レ ー ト に は 、 大 陸 プ レ ー ト と 海 洋 プ レ ー ト が あ り 、 海 洋 プ レ
ートは大 陸プ レ ー ト よ り も 強 固 で 密 度 が 高 い た め 、 2つ が ぶ つ か
る と海 洋 プレ ート は 大陸 プ レ ー ト の 下 に 沈 ん で い く。

西 に 進 む 太 平 洋 プ レ ー ト は 日 本 海 溝 の と こ ろ で 、 北 ア メ リ カ プ
レートの 下に 沈 み 込 む 。 北 西 に 進 む フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ー ト は 南 海
ト ラフ のと ころ で 、 ユー ラ シ ア プ レ ー ト の 下 に 沈 み 込 ん で い る。

沈 み 込 ん だ プ レ ー ト は 、 海 溝 や ト ラ フ か ら 深 さ 100～ 150kmぐ
ら い 、距 離 に し て 250～ 300kmぐ ら い の と こ ろ で 熱 が た ま っ て 岩
盤 が溶 け 、 マグ マが 生 成 され る 。 そ の マ グ マ が 地 殻 の 弱 い 部 分 を
つ た って 、 地 上 に現 れ たの が 火 山 で ある 。

し た が っ て 、 日 本 付 近 に は 日 本 海 溝 か ら 伊 豆 ・ 小 笠 原 海 溝 に 平
行に東日 本火 山 帯 が あ り 、 南 海 ト ラ フ （ ト ラ フ と は 海 溝 よ り は 浅
い 細長 い海 底の 凹 地 ）に 平 行 に 西 日 本 火 山 帯 が あ る。

火 山 帯 の 内 部 で は 、 海 溝 側 の 縁 に 近 い ほ ど 火 山 の 分 布 密 度 が 高
く 、海溝 の反 対 側 （ 大 陸 側 ） に 行 く ほ ど ま ば ら に な る た め 、 火 山
帯 の 海溝側 の縁 を 火 山フ ロ ン ト （ 火 山 前 線 ） と 呼 ん で い る 。

東 北 日 本 で は 、 脊 梁 山 脈 の 中 央 部 を 火 山 前 線 が 走 る た め 、 多 く
の火山が ほぼ 南 北 に 連 な っ て 密 集 し て い る 。 火 山 前 線 か ら 日 本 海
溝 側に はま った く 火 山が 存 在 し な い。

富 士 山 の 原 型 で あ る 古 富 士 は 10万 年 前 に で き た

日 本 周 辺 の 北 ア メ リ カ 、 ユ ー ラ シ ア 、 フ ィ リ ピ ン 海 と い う 3つ
のプ レートが 富 士 山 の 場 所 で 会 合 し て い る 。 つ ま り 割 れ 目 の 境 界
で ある 。 さら に 、そ こを 火 山 フ ロ ン ト （ 火 山 前 線 ） が 横 断 し 、 も
っ と もマ グ マ が噴 出 し やす い 場 所と な っ て い る。

地 球 上 で そ の よ う な 特 異 な 場 所 は こ こ し か な い 。 た ま た ま 富 士
山がそこ にあ る の で は な く 、 地 球 上 で た だ 1つ の 特 異 な 場 所 だ か
ら こそ 必 然的 に富 士 山が あ る の だ 。 こ れ に つ い て は 、 貝 塚 爽 平 先
生 の 著書『 富 士山 は なぜ そ こ に ある の か 』(1990年 ､丸 善 )に 詳 し い。

い ま か ら 数 十 万 年 前 に 、 箱 根 火 山 や 愛 鷹 火 山 の 活 動 が 始 ま り 、
ほぼ同じ 頃 、小 御 岳 火 山 が 噴 火 を 始 め た 。 小 御 岳 火 山 は 多 量 の 安
山 岩溶 岩や 火山 灰 、 火 山砂 礫 を 噴 出 し 、 爆 発 を 繰 り 返 し な が ら 大
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き く なり 、 標高 2400mほ ど に な っ たと 考 え ら れ て い る。

富 士 山 北 部 の 五 合 目 に あ る 小 御 岳 神 社 は 、 そ の 山 頂 火 口 （ 直 径
約1.5km）の 一 部 に つ く ら れ 、 神 社 付 近 の 泉 ヶ 滝 で は 安 山 岩 が 露
出 して い る 。富 士山 北斜 面 の ス バ ル ラ イ ン 終 点 の 駐 車 場 は 、 小 御
岳 火 山の 山 体 が 富士 山 本体 の 横 腹に 頭 を 出 し て い る 平 坦 部 に つ く
ら れ て いる。

そ の 後 、 い ま か ら 10万 年 前 に 、 小 御 岳 火 山 と 愛 鷹 火 山 と の 間
で 、古富士 とい う 火 山 が 活 動 を 始 め 、 い ま の 富 士 山 の よ う な 形 の
山 体 がつくられた。

古 富 士 は 、 現 在 の 富 士 と は 異 な る 性 質 の マ グ マ を 噴 出 し 、 爆 発
的な噴火 を繰 り 返 し 、 玄 武 岩 の 岩 片 と 火 山 灰 の 混 合 物 、 古 富 士 泥
流 を西 は富 士川 岸 、 東は 酒 匂 川 上 流 ま で 流 し た。

こ の 古 富 士 は 、 高 さ 約 2700mに 達 し 、 そ の 噴 出 し た 火 山 灰 は 風
で東に 運ばれ 、 関 東 平 野 を 覆 う 関 東 ロ ー ム 層 の 上 部 を つ く っ た 。
こ の古 富士 が 流し た 古富 士 泥 流 は 、 白 糸 の 滝 や 宝 永 山 の 赤 岩 で 見
る こ とができる。

温 暖 化 の 影 響 は 植 生 の 変 化 に も

1万 7000年 前 か ら 8000年 前 に か け て マ グ マ の 性 質 を 変 化 さ せ 、
多 量 の 溶 岩 を 流 す 噴 火 に 変 わ り 、 5500年 前 か ら 3600年 前 頃 に か
け て の噴 火活 動 で大 き く成 長 し て 、 現 在 の 3776mの 新 富 士 が つ く
ら れ た 。

富 士 山 は 日 本 で 一 番 高 い 山 で あ る が 、 日 本 ア ル プ ス や 日 高 山 脈
で見られ るよ う な 、 カ ー ル や モ レ ー ン 、 U字 谷 と い っ た 明 瞭 な 氷
河 地形 が見 ら れな い 。日 本 ア ル プ ス に 氷 河 が あ っ た 2万 年 前 頃 、
富 士 山は 存 在 して い た が 、そ の 後の 富 士 山 の 活 発 な 火 山 活 動 に よ
り 、 地 表は噴出物で覆われている。

「 カ ー ル 」「 モ レ ー ン 」「 U字 谷 」 に つ い て 説 明 し て お く と 、 氷
河 は流れ ると き に 地 面 を す り 鉢 状 に 削 っ て カ ー ル 地 形 を つ く り 、
その 削 った 砂礫 を ブ ルド ー ザ ー の よ う に 押 し 運 ぶ 。 そ し て 、 温 暖
化 すると氷河が後退しはじめる。

つ ま り 氷 河 が 一 番 拡 大 し た と き の 氷 河 前 面 に 砂 礫 の 高 ま り 、
す な わ ち モ レ ー ン を 残 す 。 さ ら に 海 外 の よ う な 長 大 な 氷 河 は
谷 を 削 っ て 流 れ て 、 谷 の 断 面 が U字 形 の U字 谷 を つ く る 。）
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また、日本アルプスでは森林限界付近にハイマツが生育しているが、
富士山に は 見 ら れ な い 。 富 士 山 に は ハ イ マ ツ に 代 わ っ て 、 カ ラ
マ ツ が ハ イ マ ツ と 同 様 に 低 木 が 地 を 這 う よ う な 形 態 で 生 育 し
て い る 。 そ の 理 由 の 1つ と し て 、 富 士 山 が 比 較 的 新 し く 誕 生 し
た 火 山 で あ る こ と が あ げ ら れる。

新 潟 大 学 の 崎 尾 均 教 授 （ 現 ・ BOTANICAL ACADEMY主 宰 ） の
研 究 に よ れ ば 、 五 合 目 付 近 の カ ラ マ ツ 林 の 森 林 限 界 が 、 最 近 40
年 で 斜面 上 を約 30m上 方に 移 動 し 、 地 面 を 這 う よ う に 広 が っ て い
た カ ラ マツ が 、 直立 し て 生え る よ うに 変 化 し た と い う 。 温 暖 化 の
影 響 と 考 えられている。

※本 稿 は 、 水 野 一 晴 著 『 世 界 と 日 本 の 地 理 の 謎 を 解 く 』（ PHP
新書 ）よ り一 部 抜 粋 ・ 編 集 し た も の で す。

【参考文献】町 田 洋 （ 2006）：「 富 士 山 と 周 辺 の 火 山 」 町 田 洋
・松田 時彦・ 海 津 正 倫 ・ 小 泉 武 栄 編 『 日 本 の 地 形 5
中 部 』東京 大 学出 版会
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山 関 連 問 題 で 山 岳 知 識 を 高 め よ う ⅩⅩⅧ

雑学講座２８回目です。

会報担当のオリジナル問題を掲載しています。

そろそろネタ切れも近いと思いますが、もう少しお付き合

いください。

体が動かない分せめて多少の知識欲？で、山と関わりたい

と思ってしまうこの頃です。次号は無いかも・・・？？

とりあえず今号はQ.３７２からです!(^^)!

Ｑ.３７２ 一 等 三 角 点 百 名 山 で 最 も 南 に 設 置 さ れ て い る 山 は 屋 久 島 の
宮 之 浦 岳 だ が 、 最 も 北 に 設 置 さ れ て い る の は ど こ か？

１ ． 利 尻 山 ２ ． 硫 黄 山 ３ ． 旭 岳 ４ . ト ム ラ ウ シ 山

Ｑ.３７３ 風 に 飛 ば さ れ た 雪 や 過 冷 却 水 滴 が 、 岩 角 や 樹 の 枝 に 付 着 し て
風 上 側 に 成 長 し た も の を な ん と 呼 ば れ て い る か？

１．クラスト ２．エビノシッポ ３．霧 氷 ４．シュカブラ

Q.３７４ 日 本 の ○ ○ 三 山 で ３ ０ ０ ０ ㍍ を 越 し て い る の は ２ か 所 あ る
ど こ か ？ （ 複 数 回 答 可 ）

１ ． 立 山 三 山 ２ ． 荒 川 三 山 ３ ． 白 馬 三 山
４ ． 白 峰 三 山 ５ ． 鳳 凰 三 山

Ｑ.３７５ ロ ー プ ウ ェ イ で 登 れ る 山 岳 高 所 は 各 国 に あ る が 、 現 在 歩
か ず し て 世 界 最 高 所 に 到 達 で き る ロ ー プ ウ ェ イ は ど こ か？

１ .エ ギ ー ユ ･デ ュ ･ミ デ ィ 展 望 台 (仏 )
２ .ラ パ ス (ボ リ ビ ア )
３ .ク ラ イ ン ･マ ッ タ ー ホ ル ン 展 望 台 (ス イ ス )
４ .エ ス ぺ ホ 山 （ ベ ネ ズ エ ラ メ リ ダ )

山 々 雑 学 講 座
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Ｑ.３７６ ○ ○ 富 士 は 全 国 に あ る が 、 奥 羽 山 脈 最 高 峰 の 岩 手 山 は 何 富
士 と 呼 ば れ る て い る か 。

１ ． 蝦 夷 富 士 ２ ． 出 羽 富 士
３ ． 南 部 富 士 ４ ． 東 北 富 士

Ｑ.３７７ 日 本 で 標 高 １ 位 は も ち ろ ん 富 士 山 で す が 、 山 ヤ な ら も う 少 し
高 さ 順 も 知 っ て お き た い と こ ろ 。 で は 、 日 本 で ５ 番 目 の 山
と そ の 高 さ は ？

１ ． 悪 沢 岳 ２ ． 槍 ヶ 岳
３ ． 北 穂 高 岳 ４ ． 大 喰 岳

Ｑ.３７８ 雲 を 見 て 今 後 の 天 気 を 予 測 す る こ と 出 来 る こ と も あ り ま す
が 、 以 下 で 好 天 に な る 或 い は 続 く と 予 想 で き る の は ど れ か ？

１ ． 朝 遠 く の 山 が は っ き り 見 え て い る 。
２ ． 高 い 空 に 見 事 な 飛 行 機 雲 が で き て い る と き
３ ． 巻 積 雲 (う ろ こ 雲 )が 広 が っ て き た と き
４ ． 灰 色 の ベ ー ル 状 あ る い は 層 状 の 「 高 層 雲 」 が 広 く 広 が

っ て き た と き

Ｑ.３７９ 人 類 が 初 め て ８ ０ ０ ０ ㍍ 峰 へ の 登 頂 し た 山 は ア ン ナ プ ル
ナ (809 1㍍ )で す が 、 1950年 フ ラ ン ス の 登 山 家 ル イ ･ラ シ ュ
ナ ル と 共 に 登 頂 に 成 功 し て 人 物 は 誰 ？

１ ． ヘ ル マ ン ･ブ ー ル 2． モ ー リ ス ・ エ ル ゾ ー グ
３ ． エ ド モ ン ド ・ ヒ ラ リ ー ４ ． イ ェ ジ ・ ク ク チ カ

Ｑ.３８０ 日 本 の 山 は ま ず 信 仰 の 対 象 と な り 山 中 で 修 験 を 積 む こ と な
ど が さ れ て い た 。 槍 ヶ 岳 さ え も 、 山 岳 信 仰 対 象 か ら 苦 難 の
末 1828年 (文 政 6)に 初 登 頂 し た と さ れ る が 、こ の 人 物 は 誰 ？

１ ． 勝 道 上 人 ２ ． 南 裔 (な ん ね い )禅 師
３ ． 播 隆 上 人 ４ ． 弘 幡 行 者

Ｑ.３８１ 登 山 の つ ら さ も 癒 や し て く れ る 花 々 で す が 、 似 て い る も の も
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多 く て 識 別 に 苦 労 す る こ と も 多 い で す 。 さ て ラ ン 科 の チ ド リ
と つ く も の も 数 種 あ り ま す が 、チ ド リ で は な い も の は ど れ か ？

１ ２

３ ４
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前号(No.１９９) Ｑ.３６２～Ｑ.３７１ 解 答 と 解 説

Q． ３ ６ ２ 【 正 解 】 A．①モルゲンロート ②アルペングリューエン

③アーベントロート

【 解 説 】 ① 早朝に昇り始めた太陽の光に照らされて山肌が赤く染まる現象の
こと示す登山用語です。 語源はドイツ語で「モルゲン(Morgen)」
は「朝」、「ロート(rot)」は「赤い」という意味になります。

②ドイツ語で「アルペン」は「山脈」、「グリューエン」は「燃える」
という意味です。 雪山に朝日が当たり、赤く燃え上がるように見え
ることから「アルペングリューエン」と呼ばれます。

日本ではアルペングリューエンというと朝日を受けた黄金色に輝く山
のような意味で使われている。

③モルゲンロートと似ている用語で、アーベントロートという用語が
あります。こちらも同じ登山用語で赤い夕日が雲を美しく染め上げ
ていく夕焼けのことで、雲だけでなくその太陽の赤い光を受けて輝
きながらそびえ立つ山の姿が壮観です。ドイツ語で「Abendrot」、「a
bend」は「夕方」、「rot」は「赤い」を意味しています。

Q． ３ ６ ３ 【 正 解 】 ２． 槇 有 恒（まき ありつね）

【 解 説 】 槇 を 隊 長 と し て １ ２ 名 の で 挑 ん だ 。 登 頂 時 期 の 好 天 の 予
測 も 的 中 し 、 ５ 月 ９ 日 、 今 西 寿 雄 、 ガ ル ツ ェ ン ・ ノ ル ブ
の ２ 名 が 第 一 次 登 頂 に 成 功 。 引 き 続 き 11日 、 加 藤 喜 一 郎 、
日 下 田 実 も 第 二 次 登 頂 に 成 功 し た 。 記 録 映 画 『 マ ナ ス ル
に 立 つ 』（ 映 配 ・ 毎 日 映 画 社 制 作 、 文 部 省 特 選 ） ８ ０ ０ ０
㍍ 山 頂 で の 映 像 動 画 は 世 界 で 初 め て で 記 録 と し て も 申 し
分 な か っ た 。

Q． ３ ６ ４ 問 題 文 章 に 解 答 記 号 が 記 載 さ れ て い ま す 。

Q． ３ ６ ５ 【 正 解 】 ４

【 解 説 】 写 真 １ ＝ ハ ク サ ン イ チ ゲ ２ ＝ イ ワ イ チ ョ ウ
３ ＝ キ タ ダ ケ ソ ウ

Q． ３ ６ ６ 【 正 解 】 ２．加 藤 文 太 郎
【解説】 加 藤 文 太 郎 ＝ (1905-1936) は 兵 庫 県 生 ま れ 。 山 岳 界 の 常 識
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を 覆 し 、 単 独 行 に よ っ て 数 々 の 登 攀 記 録 を 残 し た 。 パ ー テ
ィ 登 山 で 挑 ん だ 北 鎌 尾 根 で 猛 吹 雪 に 遭 遇 天 上 沢 で 遭 難 死 。
神 戸 時 代 か ら 北 鎌 尾 根 に 到 る ま で を 事 実 も 含 ん だ 山 岳 小 説
と な っ て い る 。

１ .芳 野 満 彦 ＝ (1931-2012)は マ ッ タ ー ホ ル ン 北 壁 日 本 人 初
登 頂 者 で 、 新 田 次 郎 の 『 栄 光 の 岩 壁 』 の モ デ ル と な っ
た 。

３ .南 博 人 ＝ (1931 - 2016 ) は 東 京 雲 稜 会 員 ’ 59年 に 一 ノ 倉
沢 衝 立 岩 正 面 岩 壁 初 登 者 で 新 田 次 郎 の 小 説 『 神 々 の 岩
壁 』 の モ デ ル と な っ て い る

４ .奥 山 章 ＝ (1926 - 1972 ) 第 2次 RCC創 設 者 。 先 鋭 的 な ア
ル ピ ニ ズ ム 論 を 展 開 し 、 戦 後 山 岳 界 の 進 む べ き 方 向 性
を 主 導 す る 。 著 書 に 『 ザ イ ル を 結 ぶ と き 』

Q． ３ ６ ７ 【 正 解 】 １ 視 程 の 距 離 だ け

【 解 説 】 霧 も 靄 も 同 じ 気 象 現 象 だ が 、 見 え る 視 程 の み に よ っ て
そ の 呼 び 方 が 異 な る 。
霧 は 視 程 が 1000㍍ 以 下 を 云 う 、 靄 (モ ヤ )は 遠 く に た な
び く 煙 の 様 に 見 え た り す る が ,視 程 は １ ㎞ ～ 10㎞ 未 満 が
靄 で あ る 。
因 み に 濃 霧 は 視 程 100㍍ 以 下 (海 上 は 500㍍ )

Q． ３ ６ ８ 【 正 解 】 ４ 雲 取 山 (2017㍍ )

【 解 説 】 東 京 都 ･山 梨 県 ･埼 玉 県 の 県 境 に あ り 、 標 高 は 2017㍍ で あ
る 。 雲 取 山 は 山 梨 百 名 山 に も 指 定 さ れ て い る 。
１ .飛 竜 山 は 雲 取 山 か ら 西 の 奥 秩 父 山 塊 へ 続 く 山 稜 に あ り 、

行 政 区 は 埼 玉 県 秩 父 市 で あ る 。
２ .三 頭 山 は 東 京 都 の 奥 多 摩 山 塊 に あ る が 高 さ は 2000㍍ に

満 た な い 1531㍍ で あ る 。
３ .鷹 ノ 巣 山 も 奥 多 摩 湖 の 北 方 の 奥 多 摩 山 塊 に あ る が 、 標

高 は 1736㍍ で あ る 。

Q．３６９ 【正解】 問 題 下 部 （ ） 内 に 解 答 が 記 載 さ れ て い ま す 。

Q． ３ ７ ０ 【 正 解 】 ４
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【 解 説 】「 中 等 症 」 以 上 は ､病 院 で 点 滴 を 行 う 病 態 で あ り ､山 行 継
続 は 行 わ な い 方 が 良 い 。 処 置 と と も に 出 来 る だ け 早 め
に 下 山 方 法 を 考 え る 。
重 傷 が 疑 わ れ る 症 状 の 場 合 に は 、 直 ち に 救 助 要 請 す る
必 要 が あ る 。
熱 中 症 に な る と 体 温 を 放 出 す る た め に 内 臓 を 循 環 す べ
き 血 液 が 皮 膚 な ど の 体 表 面 に 多 く 流 れ て し ま う た め 、
内 臓 は 血 液 が 不 足 し て ダ メ ー ジ を 受 け ， 炎 症 を 引 き 起
こ し た り ， 熱 を 発 生 さ せ る タ ン パ ク 質 が 増 え て 、 体 温
の コ ン ト ロ ー ル が 出 来 な く な り ， 脳 ， 腎 臓 な ど が 障 害
さ れ ， 重 篤 な 状 態 に な っ て し ま う 。

Q．３７１ 【 正 解 】 ２ 薙 (ナ ギ )

【 解 説 】 山 崩 れ な ど で 、 傾 斜 の 急 な 崩 壊 地 。
岩 や 土 砂 の 色 か ら 【 赤 薙 】【 白 薙 】【 黒 薙 】 山
抜 け な ど と 呼 ぶ 場 合 も あ る 。 自 然 な 崩 壊 現 象
で 、 人 為 的 な 崩 壊 は 【 く よ 】 と も い う 。
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５１期(2022.1.1～）個人別サマリー 2022/8/31現 在
51期
ポイント 51期 通算 51期 通算

1 557 石 附 智 江 18 18 342 ─ 80
2 607 瀧 澤 き よ 15 15 181 ─ 64
2 623 宮 崎 敏 男 15 15 120 ─ 51
4 614 峯 川 弘 子 14 14 78 ─ 8
5 565 渋 谷 京 子 10 10 278 ─ 87
5 570 伊 藤 久 雄 10 10 334 ─ 51
7 569 中 村 友 子 9 9 309 ─ 84
8 568 遠 井 謙 策 8 8 131 ─ 34
9 598 徳 山 敬 子 7 7 138 ─ 23
10 576 石 原 勝 正 6 6 297 ─ 84
10 624 佐 藤 聡 美 6 6 28 ─ 4
12 599 小 名 秀 鋭 5 5 121 ─ 12
13 527 福 島 政 幸 4 4 74 ─ 21
13 577 宇 野 輝 代 4 4 174 ─ 39
13 638 斎 藤 実 4 4 6 ─ 0
16 545 山 崎 富 美 3 3 206 ─ 25
16 564 渋 谷 賢 寿 3 3 278 ─ 57
16 633 阿 部 み ゆ 3 3 26 ─ 3
19 263 若 村 貴 世 2 2 329 ─ 24
19 475 一 柳 昭 2 2 369 ─ 66
19 546 白 石 恵 美 2 2 333 ─ 78
19 609 白 石 佐 恵 2 2 52 ─ 14
23 426 若 村 勝 昭 1 1 260 ─ 13
23 529 涌 井 良 明 1 1 384 ─ 93
23 555 小 村 井 好 1 1 99 ─ 31
26 468 服 部 美 千 0 0 86 ─ 5
26 536 鈴 木 政 三 0 0 113 ─ 46
26 608 石 附 恵 理 0 0 46 ─ 9
26 616 児 玉 章 0 0 18 ─ 8
26 632 阿 部 一 郎 0 0 24 ─ 2
26 639 津 田 和 子 0 0 0 ─ 0
─ ― Guest 3 3 ― ─ ―

山行 集会ポイント
順 No. 氏 名
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順 氏 名 担 当 L 順 氏 名 担当L

１ 涌 井 良 明 １６７ 9 鈴 木 政 三 ３３
２ 若 村 勝 昭 １２２ 10 伊 藤 久 雄 ３０
３ 一 柳 昭 １１８ 11 若 村 貴 世 子 ２８
４ 瀧 澤 き よ の ７１ 12 石 原 勝 正 ２４
５ 渋 谷 京 子 ５８ 13 遠 井 謙 策 １７
６ 白 石 恵 美 子 ５７ 14 事業部･運営委員･L会 １７
７ 中 村 友 子 ４３ 15 渋 谷 賢 寿 １6
８ 峯 川 弘 子 ３６ 16 宮 崎 敏 男 ７
（会報編集時点の在籍会員のみ） 現行常任リーダー

５１期 担 当 役 員

会 長 ･ 会 報 ･ 広 報 涌 井 良 明

総 務 ・ 会 計 一 柳 昭

山行統括･山行ﾘｰﾀﾞｰ 涌 井 良 明
山 行 リ ー ダ ー 一 柳 昭

〃 白 石 恵 美 子

〃 渋 谷 賢 寿
〃 渋 谷 京 子

〃 伊 藤 久 雄

〃 瀧 澤 き よ の

〃 峯 川 弘 子
〃 宮 崎 敏 男

担当リーダー実績 （～202２年８月26日現在）

あ･と･が･き…か？
コロナ禍となって２年半、 7波の感染は高止まり、死亡者数も最多を
更新とガッカリ感が継続しています。高齢 +リスク更に体調と山に向え
る状況ではない期間もこの先も続いてしまいそうな。 ◆ 今 夏 は 明 ら か に
異 常 気 象 状 態 で (何 年 か す る と 当 た り 前 に な っ て し ま う か も )夏 ら し い 好 天 が
続 か ず 、 当 会 も あ お り で 中 止 に な っ た 計 画 も あ り 、 山 ヤ に は コ ロ ナ と 異 常 気
象 で 悩 ま さ れ る 夏 と な り ま し た 。 ◆ こ の 夏 は 山 岳 遭 難 の 情 報 に 接 す る こ と も
多 く 、 ど う し て も 年 齢 が 気 に な っ て し ま い ま す が 、 は や り 50才 以 上 の ケ ー ス
が 多 く 我 々 も 心 し て 山 と 向 き 合 い た い も の で す 、 山 や 自 然 は 拒 む こ と な く 誰
で も 受 け 入 れ て く れ ま す が 、 容 赦 は せ ず に 誰 に で も 平 等 に 対 峙 し ま す 。 故 に 、
私 た ち は 山 ･自 然 に 対 し て は 常 に 正 し く 恐 れ な が ら も 可 能 な 範 囲 で は 存 分 に 楽
し ま せ て も ら い ま し ょ う 。 ◆ 会 報 掲 載 以 外 の 計 画 等 は 、 そ の 都 度 出 来 る だ け
早 く お 皆 様 に お 知 ら せ し ま す 。 ◆私事続報ですが、只今リフォーム真っ最
中 、 仮 住 ま い は 東 海 道 線 開 か ず の 踏 切 ？ の 際 、 暫 く は 真 夜 中 以 外 は 数

． ． ． ．

分おきの警報器と通過する列車音をトモダチにしての生活です。
． ． ． ． ． ． ．

(2022年 8月 会 報 担 当 ）
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